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赤潮情報交換事業

 九万田」已,武田健二,荒牧孝行

1.目的
 九州海域の関係機関相互間において,赤潮

 の発生状況等適切な情報を交換することによ

 って,赤潮による漁業被害の未然防止の一助

 とすることを目的とする。

2.方法
 テレファックスあるいは電話による赤潮情

 報の連絡交換を行なう。対象範囲は九州各県

 関係機関と県下5海域(大島海域を除く)54

 漁業協同組合のほか,大学,海上保安部,環

 境センターなどである。

3結果
 (1)研修会の実施;表1のとおり。

 (2)赤潮予察情報の発行;鹿児島湾並びに
 八代海の赤潮予察調査結果に基づいて,

 赤潮予察庸報を5回,赤潮注意報1回発
 行し各関係漁協,市町村等へ配付した。
 (3)赤潮発生状況;表2に示すとおりで

 ある。たお,漁業被害は鹿児島湾に発生

 した0加〃。〃〃。m〃えm赤潮

 によってブリ等14,500尾がべい死して,

 被害金額は約665万円とたった。

 表1.研修会の実施状況

    実施時期実施場所研修対象者参加人員研修内容

    6月垂水市漁協,市職員40赤潮発生機構,赤潮対策他

    7月漁業研修所県内各地研修生18事業説明,有害赤潮生物,赤潮対策

    9月東町漁協,役職員70事業説明,赤潮発生機構,赤潮対策

    lo月山川町漁協,役職員16赤潮発生と漁業被害,赤潮対策

    10月垂水市漁協,市職員43中層赤潮と低酸素,対策

    1月鹿島村漁協,役職員27事業説明,赤潮発生状況と漁業被害

    1月桜島町漁協役職員29赤潮発生と漁業被望申届赤潮対策

 表2.昭和59年の赤潮発生状況

       発生時期       (月・日)発生海域構成ブランクトソ細胞数赤潮の面積漁業被箸       ㎜oells/■'(㎞)の有無

       15.ll南蔭海区(鹿児島湾口)〃。c'“〃口m〃I〃ム一O.O15×3無

       26.8～6.14八代海区(東町脇崎)M“"〃掘一'腕π'㎜〃1.200O.lXO.3"

       目6.11～6.12八代海区(東町…船)外m.m舳冊4。〃伽m4,OOOO.2XO.5"

       46.27～7!魔児島湾海区(牛根』赤生原)c加〃m〃。π〃'πo22.9501.5×4有

       5τ21～7.29鹿児島湾樋区(海潟～赤水)⑭榊〃舳腕sp.('84K型種)14語.6002XlO無

       68.3南薩海区(開聞～えい)〃。“〃凹“m〃'〃ミs■O.02XlO"

       78.8～9.80鹿児島湾海区(湾奥～海潟)P〃舳舳腕mμ川出m1.9002×3〃
       88.22～8-24八代海区(東町獅子島)C叱〃〃・'凹〃冒p.'78八代型1400一.5X1.5〃

       98.26八代海区(東町本浦～宮ノ浦〕o〃蜆〃〃舳士川〃45.OOOO.03XO.2"

       1o830～9.6八代海区(東町伊唐)助捌蘂洲日1凹刷ム〃〃5,800O.lXO.5"

       11lO.ll～10.26鹿児皇湾海区(塁本市牛根)M“〃'届〃腕r必用腕10,OOOO.5Xl"



赤潮予察調査事業

武田健二,荒牧孝行,九万田一己

目的

 鹿児島湾,八代海における赤潮の多発期を

 中心に海洋調査を実施し,赤潮発生時の海洋

 構造を解明することによって,赤潮予察の手

 法の確立を図り,漁業被害の未然防止と軽減

 対策の一助とする。

 なお,59年度より池田湖のP〃〃"批m-

 61μ・赤潮を対象とした予察調査も実施し,

 同赤潮の発生機構,原因等を究明する。

 結果の要約

鹿児島湾

 1.課題名。「0〃㍑o〃〃。m〃imの

 出現と海洋構造」を設定し,24定点で5回,

 降雨後には34定点で1回,水質およびプラ

 ンクトンを主として調査した。

 2一本年はC力。㍑。n〃。m〃;m,G安mn_
 ○めn〃msP.('84K型種),み070c-

 m〃nmcθm〃“〃m,M州〃〃グ

 物mあ川mの4種類によって4件の赤

 潮発生があり,0力〃4・m"om〃主m

 赤潮によって,約660万円の漁業被害をこ

 うむった。

 3.プランクトンの擾占種は,5月が珪藻類,

 6月下旬は渦鞭毛藻類,7月上旬はMm・一

 〃m〃mであった。なお,6月上句は

 少なく優占種はなかった。

 4・0加"0〃"0m〃imの至適水温

 の範囲が拡大傾向にある。

 5.鹿児島湾の海洋構造は夏期に成層形成が

 も著しい。
 6.海水中のN02-Nの増加が0加㍑onト

 〃・m〃1m赤潮発生の特異現象とし

 てみられた。

八代海

 1.課題名「0oc〃。a〃物78八代型の

 発生機構」を設定し,12定点で6回,水質
 およびプランクトンを主として調査した。
 2.本年はPm70cmmmam物m,M`∫一

 〇ain〃mm"批m,0oc〃m㍑n〃msp.'78
 型八代海型種,0mmル〃m彦μmの4

 種類によって5件の赤潮発生があった。
 3.プランクトンの優占種は,7月中句から

 8月上旬は珪藻類,8月中旬は渦鞭毛藻類,

 9月下旬以降は再び珪藻類となった。

 4一八代海の成層形成は15m付近までが顕著

 で,それ以降はゆるやかである。

 5一時期によっては,DIN,DIPの浮上
 がみられることもあった。

 6.0oc〃。a〃msp.'78八代海型種に

 よる赤潮発生の前駆現象と過去に提唱した

 現象,すなわち,小汐時,水温,塩分,風.

 向,透明度の変動だとが同様にみられた。
池田湖

 1.課題名r池田測こおけるP〃〃n加m

 6ψ∫赤潮発生と環境条件」を設定し,19

 定点で6回,水質及びプランクトンを主と
 して調査した。

 2.59年は赤潮発生はなかった。

 3。プランクトンの優占種は,毎回,〃砂_
 4m主αCmmmS1∫であり,この種は水温

 13℃で最高値を示し,水温の上昇にともな
 って減少した。

 4.池田湖のP〃〃nim属は3種類が確認

 された。P。ク伽sの出現は少なかった。
 水温20℃以下でR6ψ∫が,それ以上でP.
 〃μゴ刎S勿;とP一・とm∫〃・mmが増
 加する傾向がみられた。

 5.池田湖の水質は,無機態りんが少ないの

 が特徴である。池田湖に流入する池田川及
 び10～3月に流入する澱粉工場廃水の影響

 も看過できないものと思われる。



赤潮対策技術開発試験

 魚貝類へし死防止開発試験(水産庁委託試験)

目的

 有害赤潮による魚類のへい死原因,へい死

 機構を究明することによって,赤潮被害の防

 止対策を推進する。

試験事項
 1.赤潮生物による攻撃試験

 2.へい死の原因等究明試験

 3.へい死等抑制技術開発試験

 4.0oc〃。〃nえm'78八代海型種のシス

 ト調査

試験結果
 3ケ年のとりまとめとしてC加㍑om〃n

 m〃主mo赤潮による魚類へい死機構につい

 て,次のとおりとりまとめた。

 0.m〃1〃紡錘型細胞は,魚の鯛粘液と接

 触することによって丸型細胞に変形,あるい

 は変形することなく破裂して細胞内から糸屑

 状物質と細胞内容物を出す。内容物には脂肪

九万田一巳,武田健二,荒牧孝行

 酸と燐糖脂質の存在が確認されている。これ

 らは鯛粘液の異常分泌を促し,遂には粘液枯

 渇,粘液細胞の空胞化がおこり,組織的には

 2次鯛弁の浮腫,破損と呼吸関連酵素の0o一

 〃m1・m伽〃α〃を失活させ,鯛における

 ガス交換不能と共に浸透圧調節の異常をもた

 らす。それに伴って血液中のMgが著増し,
 乳酸,グルコースも増加し,pH,P02,

 Pc02が低下して窒息時に・みられる血液性

 状を示す。このようた魚体内窒息の症状を引

 きおこす側面的な要因として環境条件,魚の

 状態があげられる。高水温,低酸素条件で安

 静状態の魚はひん死から死に至るが,ひん死

 状態で正常海水に戻すと直ちに回復する。一

 般に高酸素では安静状態の魚はへい死するこ

 とはたいが,魚が興奮状態であれば高酸素で

 もへい死に至る。

対

応
技
術

今
後

対

応

 嗣]舳の減少…竃郵
 帽詞化・嘉品

 窩面汚染の少ない睡異物

 幼串的置架荊・解毒殉の踊晃

 不安定荊也成分の究明

 へい死防止披掘の実用化研究

 赤靱信強い着荊魚竈の固択

 帖順保亜・・・・…冊・他

 胆廣魚の育成

 低緩萬旺抗性の付与

 夜間の直量帽蛤

低水檀化

 正常嵩永以^の

檸皿

 籠肩への沈下

伽,化



藻場造成推進事業一皿

新村巌,瀬戸口満,武田健二,

宮内昭吾*,平原隆*,高橋宏*

 目的:前年度に引続き,藻場造成技法の
 問題点を再検討しつつ,現場展開技術確立
 のための基礎資料を得る。

方法
1.試.験地:指宿郡頴娃町水成川,内池

 2.環境調査:内池内の8定点について,

 年5回の水質調査,水温の連日観測(17時)

 を実施した。

 3.生物相調査:内池の21～24点につき,

 1〃当りの動植物現存量を年3回採集調査

 した。

 4.藻場造成試験:ヤツマタモクはのり網
 (15X18m)100枚に採苗し,栽培漁業

 センターで育苗後7月20日内池に中層張り

 で展開した。ワカメ,カジメ類はクレモナ

 系(36本)に人工採苗後,本試で育苗し,

 喜入町へ沖田し中間育成後,2月に内池へ

 展開した。展開方法は鉄骨三脚台を試作し,

 これにワカメ,カジメ類の着生している塩

 ビハイプを結着した。

結果:

 1.環境調査:内池の表層水温は旬平均値

 で,8月上旬30.O℃(最高32℃)から2

 月下句12.7℃(最高10.2℃)の間で変動

 し,前年度に比し,6～7月は1～3℃高

 目,8月以降は平年並かやや低目で経過し

 た。塩分は33～34.5脇,D工Nは0.03～

 O.17ppm,DIPはO.001～O.012ppm

 で,前年同期に比し,塩分が夏に高い傾向

 宙を示し,DINは大差がなく,DIPが約

 50%と全般的に低目を示した。気象台資料

 (枕崎)によると,降水量は平年の77%,

 前年度の67%と少なく,気温,日照は平年

 より高目を示した。

 2.生物相調査:一3回の調査で出現した植
脚注*南薩水産業改良普及所

 物は緑藻類8,褐藻類8,紅藻類42合計58

 種(前年度49種)で,夏季にマクリ,ハナ

 ヤナギ,秋にヒモアオノリ,春にヤツマタ

 モクが優占して出現した。現存量は7,1ユ

 月では前年度よりやや高かったが,3月に

 は前年度同様アメフラシ類の発生食害によ

 り減少した。底棲動物は30種(前年度50種)

 出現し,前年同様ウニ類とクロナマコが優

 占した。本年度は駆除を実施しなかったと

 ころ,ウニ類の平均現存量は秋～春にかけ

 て前年度を上廻った。

3.藻場造成試験

 ○ヤツマタモク:7月20日に内池へ100枚

 を浮伸子棒を用いて中層張り展開レた。展
 開時の芽付きは網糸1m当りO.2～2創国体一
 平均O.9個で,のり網1㎡当り約1,374個

 体と推算された。その後夏季に食害による

 生長停滞がみられたが,表面近し部分の個

 体の生長が旺盛で,翌年2月に最大7肋,

 5月に140例こ生長した。着生密度は2月

 で最大10～酬固体/網㎡で,部分的にガラ

 モ場を形成した。

 ○ワカメ・カジメ:水没伸子棒(φ30鰍,

 2㎝)に種糸を巻きつけ,喜入漁場で中間

 育成してから2月15日に内池へ展開した。

 ・展開時の葉長はワカメで53～80㎝,カジメ

 40伽内外であった。展開法は1片1.5mの

 正三角錐状の鉄骨三脚台へ,ワカメ,カジ

 メの生育した塩ビハイプを7,5本結着し30

 基設置した。1か月後にはアメフラシが蝿

 集して葉状部を食害し,茎と中肋が残った。

 以上のように,本年度はのり網中層養成に

 よって部分的にヤツマタモクの生残を高めた

 が,ワカメ,カジメ類はアメフラシ食害対策

 が大きな問題点として残された。



 ハマチ漁場点検調査

目的
 前年に引き続き県内の主要ハマチ養殖漁場

 の環境調査を実施し,魚類養殖指導指針及び

 ブルー計画等の対策資料を得る。

方法

 1.調査場所①長島海区

 ②甑島〃

 ③北薩〃

 ④南薩・

 ⑤鹿児島湾内

 ⑥大隅海区

 ⑦奄美〃

計

 6ケ所

1
1
2

12

2
4

 28ケ所

 調査時期昭和59年1ユ月～60年1月

調査項目水質:無機態窒素,無機態燐

 全焼(鹿児島湾海域の

み),COD

 底質:COD

 潮流:24時間の平均流速

4.調査方法

 (1)水質漁場の中央付近に自動採水器を

 設置し,水深5mから2時間おきに

 12回採水した。

 12)底質同上点の底質を採泥した。

 (3)潮流同上点に10分間隔で作動,記録

 する流向,流速計を水深5mに設置

 した。

結果

1.水質

 結果は24時間(12本)の平均で示した。

1)COD

 1ppm以上王4ケ所,1ppm以下ユ4ケ
 所で,2ppmを超えた漁場はなかった。

生物部,

水産課

2)無機態窒素

 O.1ppm以上が長島海区の3ケ所でみ

 られた。他はO.1ppm以下であった。
3)無機燐

 O,O1ppm以上が5ケ所あり鹿児島湾

 内の漁場であった。他はO.01ppm以下
 であった。

 4)全焼(鹿児島湾内の漁場について測定)

 0.03ppm(鹿児島湾目標値)を超え
 たのは山川の1ケ所だけであった。

2.底質

1)COD

 ユ卿/D.g以下が16ケ所,10～25㎎/

 D.gが9ケ所,25m/D・g以上が内之浦,
 山川の2ケ所であり,山川が例年どおり

 最高を示した。

3.潮流速

 結果は24時間の平均を示した。

 3伽/s以上が3ケ所,2～3伽/s

 が2ケ所,2㎜/s以下が23ケ所であっ

 た。

要約

 1.県内の主要ハマチ漁場28ケ所について551

 年から水質,底質,潮流速の調査を継続実

 施している。

 2.水質は県魚類養殖指導指針のC類型に属

 する漁場はなかった。

 3.底質は同指針のC類型に属する漁場が2

 ケ所あつた。

 4.潮流速は同指針のC類型に属する漁場が

 23ケ所あり,その内,1㎝/s以下が18ケ

 所で,従来の調査結果と同様,海水の交換

 に問題がある漁場が多いようである。



急病総合対策事業

 1)昭和59年度海面養殖魚類の急病診断調査

塩満捷夫,和田和彦

日的

 前年度と同様,海面養殖魚類の急病発生状

 況の把握と病害の軽減のための対策,指導の

 手掛りとするために,急病診断調査を実施し

 た。

方法

 診断魚として,水産試験場附属施設魚病指

 導総合センターに持ち込まれたもの,現地調

 査依頼のものについて,以下の手順で行った。

1)問診(一般的養殖管理状況,異常発生時

 期とその状況,現地での対処法等)

 2)外観症状の観察

3)剖検

 4)寄生虫,細菌の検索(常法)

結果

 昭和59年3月現在の海面魚類養殖経営体

 数は544で,鹿児島湾沿岸域に254(467

 %)の経営体がある。その主体である養殖ブ

 リの診断調査結果は表一1,2のとおりであ

 る。また,タイ類その他魚種の月別魚病診断

 件数は表一1のとおりである。即ち,養殖ブ

 リ関係では総診断件数で175件,25種に

 及ぶ複雑た疾病の発生となり,診断件数では

 昨年度より32件の増加となった。

 本年度の養殖ブリの特徴
 1)モジャコ期:昭和53年型稚魚期ビブリ

 オ病の発生は5月23日(昨年より4日早)

 の診断魚で認め,類結節症は6月21日(昨

 年より4日早)のもので認めた。次に,腹水

 症は5月24日の診断魚の一部で見られ,5

 月25日,6月26日,7月20日にも本症

 が見られた。5月24日の診断魚ではすでに

 ビブリオ病との混合感染状態になっていた。

 6月下旬～8月下句においては腹水症と連鎖

 球菌症,類結節症と連鎖球菌症,類結節症と

 ビブリオ病,類結節症・ビブリオ病と連鎖球

 菌症の混合感染群の発生があった。類結節症

 は7月下旬(鹿児島湾竜ケ水漁場水深5m水

 温:26.2～28.O℃)でも終息せず鹿児島

 湾内漁場のものでは8月4日,28日,9月

 20日,27日・10月2日,4日・16日,

 11月8日,15日の診断魚で本症を認めた。

 連鎖球菌感染魚は6月21日に認め,この時

 の魚体重は4～15gであった。

 2)当本魚～2年魚:当本魚の後期(β～12

 月)においては,9月上旬の連鎖球菌症の増
 大,一部漁場での類結節症の再発と混合感染

 状態,特にノカルジア症の発生が特徴的で

 これは鹿児島湾の低酸素層の形成とも関連性

 があるように推察した。2年魚でのノカルジ

 ア症の発生は県内2ケ所の漁場で認めた。
 また,ある漁場においては冷凍マイワシの長

 期連続投餌に依る障害カ溌生したが,V・B1

 剤の投与に依って回復した。モジャコ期以降

 からの連鎖球菌症単独発生率は33.O%,混

 合感染を呈した発生率では22.2%で合計

 55.2%の連鎖球菌関子率となった。
マダイ,トラフグ,ヒラメ,イシダイ,メ

 バル等の診断件数は65件であった。

 表ポ1昭和59年度  海面養殖魚類の月別魚病診断件数

 ブリ類

 タイ類他

計

456789101112123

6112839ユ11631185334

05114911833443

6163943202839218777

計
175

65

240



 表一2昭和59年度養殖ブリ(ハマチ)の月・疾病別魚病発生状況

     月

     456789101ユ12123計

     ビブリオ病145

     類結節症812111124
     連鎖球菌症338739109121258

     ノカルディア症44

     ㌶リ港)729
     蓋姦嘉畜薙)11
     饗球雛)22213212

     熟篭蓮)2.13
     鷺琴稚)44

     曇ブ拳オ琵)11
     麓鎖禁菌窪)11
     熱球詳)11
     雛球舞)2215
     萎導球擁)11
     轟離農馨)11231111O
     雛性艀)11
     麓給水節窪)11
     嚢料整障嘉)11

     鯵鶏11
     腹水症1326
     黒はん病11
     尾くされ病1'1
     黄たん症22
     粘液胞子虫症11
     餌料性障害24312113
     健康一魚213
     不明11125

     計611283911163ユ185334175



急病総合対策事業

 2)養殖ブリ類結節症ワクチン安全性試験

塩満捷夫,和田和彦

目的

 前年度同様,水産庁委託に依り動物用生物

 製剤協会(動生協)で試作した養殖ブリ類結

 節症浸漬ワクチンについて,ブリ稚魚に対す
 る安全性試験を行い,ワクチンの開発研究を

 推進することを目的に実施しれ

 〔小規模安全性試験〕

方法

 1)試験場所:急病指導総合センター施設

 2)試験期間:昭和59年7月14日～24日

 3)供試ワクチン=動生協製,KB-770

 3株ホルマリン不活化ワクチン

 4)試験区及び供試魚平均体重:表一1

 表一1試験区及び供試魚平均体重(20尾/区)

試験区菌濃度稀釈水平均体重

OCFU/m
109
108
107

 り,直ちに淡水(水道水)稀釈ワクチン液

 に浸漬した。浸漬液には02を分散器で通

 気した。浸漬時の水温は27℃であった。

 7)飼育条件及び観察期間:浸漬後,供試魚

 群は直ちに200"角型アクリル水槽(水量

 量140～150")に収容した。観察期

 間は1O日で,その間は試験用ドライペレ

 ットを適量与えた。流水量は5～64/缶in

 となるように調整し通気を行い飼育した。

1(対照)

2
3
4

淡水

〃
〃

30.29
27,3

27,2

29.8

 5)浸漬ワクチン液調整及び浸漬時間:供試

 ワクチンを指定どおりの方法で淡水稀釈を

 行い,ワクチン液を総量で10"とし,浸

 漬時間は各区とも5分間とした。

 6)浸漬:試験区毎に20尾の総魚体重を測

表一2小規模安全性試験結果

 結果及ぴ考察

 試験期間申の蛯死,水温,溶存酸素量等の

 状況は表一2に示した。即ち,淡水(水道水,

 チオ硫酸ナトリウムで中和)稀釈ワクチン液

 (10坦)に20尾/群を同時浸漬したが,試験

 区一3,4で浸漬時間経過後(観察用水槽収

 容直後)～4時間以内に異常を呈し姥死する

 個体が出た。これらの蜷死魚はその状態から

 酸素欠乏(02通気調整不良)に依るものと

 思われた。その後,10日間は全ての試験区で

 蜷死魚の出現はなく摂餌(ドライペレット)

 状況,游泳行動,体色等に異常は認めたかっ

 た。浸漬時の02調整を確実に行えば,・昨年

 度と同様,淡水稀釈液浸漬,菌濃度差に依る

 魚体への影響は殆んどないように思われた。

月日7/14 15161718192021222324

 経過日数蔵量(CFU/冊4)O日目 12345678910
 試験区蔵量(CFU/捌C)

1嚇照)0

2109
3108
41∩7

0
0
0

∩

 水温(℃).  26,527・126,826.82τ327-327・9 2τ327,526,526.0

 溶存酵素量(ppm) 7.77.7 6.27-57.67.67.4 8.0



急病総合対策事業

 3)天然やせブリ歩留り向上試験

塩満捷夫,和田和彦

 目的6,7の生費では5月下旬になり蜷死魚が連
 昭和57・58年度同様,甑島列島の沿岸続して出現するようになり,6月8日に放養終了

 で漁獲される産卵後のやせブリ養成飼育に際した花1生費でも5日目には蜷死魚が見られ,

 して,やせブリ群カ耀病し易い,連鎖球菌症以後,6月上旬には全ての生費で連日弊死魚
 ・ビブリオ病の予防・治療対策を的確に行い,が出た。次に,やせブリの急病診断は5月30

 生残率を向上させることを目的に実施した。日,6月9日,7月24日に一本試に搬入した

 ものについて行った。即ち,5月30日分連鎖

方法球菌症,6月9日分連鎖球菌症(糸状虫症),
 ○試験地:鹿児島県上餓寸平良7月24日分連鎖球菌症(糸状虫症)と診断

 ○試験筏:7×7×6.5m,金網主賓した。この他,現地診断では7月上旬にはハ

 ○放養尾数:230～260尾ダ虫症,中旬以降にはエラカリクス症の発生

 ○試験期間:昭和59年5月～1O月も認められた。前述の如く,本年度の最初の

 ○急病診断法:病弱魚を現地にて米蔵,本試連鎖球菌症の確認は5月30日の診断魚で,

 に搬入し剖検の後,常法に依り細菌検索をこれは昨年度に比べ10日遅れとたった。養
 実施。成期間申における連鎖菌症対策としては,エ

 ゾボソ酸スピラマイシン製剤のO.8g/侮/
 結果day投与を6月11日より5日間,7月工1
 本年度,甑島列島の各地(5カ所)で漁獲日より6日間,8月7日より7日間行い計3

 された天然やせブリの試験生費への放養は5回実施した。また,各投薬終了後の餌止めは

 月9日～6月8日に終了した。本年度の各試5～9日間行った。次に,ビブリオ病対策と

 験生費への放養尾数は230～260尾/台と,しては・塩酸オキシテトラサイクリン製剤の

 昨年度に比較して22～26%低密度で飼育O.5g/侮/day投与を5月27日から5日間
 が開始された。養成の初期(5月～6月)の行った。本年度の蜷死魚の増大は6月上旬に

 投餌は冷凍マイワシ,サバを使用し連日投餌姶まり,8月上句まで連続した。8月7日か

 を行い,7月以降は隔日毎の投餌を行った。らの連鎖球菌症対策では明確な効果が認めら

 弊死魚の出現は,試験生費放善後5日～19れ,以後10月下旬まで再発の様子は全くなか

 日目に見られるようになった。即ち,5月9った。5月～10月の生残率は70,4%で,こ

 日～19日に放華が終了しだん2・3・5・れは昨年度と大差なかった。

 表昭和59年度天然やせブリ養成結果(5月～10月)

 小割主賓κ12 45 67(計)

放養終了月日

放養数

総鑑死一数

生残数

生残率

6.08

260尾

98

162

62.3%

5.19

260

68

192

73.9

5.19

250

62

188

75.2

6.01

230

80

150

652

5.09

240

62

178

74.2

5.14

250

61

189

75.6

5ω9

250

84

166

66.4

(1,740)

(515)

(1,225)
(70.4)



社団法人日本水産資源保護協会委託事業
(急病対策技術開発研究)

 合併症の診断と防除に関する研究
(微生物学的研究)

塩満捷夫,和田和彦,九万田一巳

目的

 近年,海面養殖魚類の急病の発症傾向は,

 複数の感染症の同時流行と云う形での同一個

 体における複数感染状態を示す合併症魚,及

 び各小割り生費(群)単位での同時流行(発

 生)としての合併症群が徐々に増加しつつあ

 る。この様な傾向は養殖ブリの急病発生にお

 いて顕著であり,現在の多年魚養成時代と連

 鎖球菌症の周年発生,類結節症等の長期発生

 傾向が合致する結果,各地・各生費で合併症

 が見られる様になったものと思われる。合併

 症の状況が生じるとその診断,対策指導の面

 でも問題が多くなりつつある。ここでは,養

 殖ブリの合併症対策としてその発症形態と診

 断,防除対策技術を究明することを目的とし

 た。

 尚,今年度は合併症の実態調査,合併症の

 診断技術に関する検討,及びその防除技術に

 関する試験等を実施した。

 肌合併症の防除技術に関すること

 1.ビタミン剤,抗肝臓障害薬等に依る抗

 病性の検討

 2.合併症(群)に対する化学療法剤投与

 に依る野外治療効果試験

 (1)類結節症と連鎖球菌症との合併症

 (群)に対する野外試験例

 (2〕連鎖球菌症とノカルジア症との合

 併症(群)に対する野外試験例

 結果及び考察
 前言己,各調査・試験項目に関する結果及び

 考察については昭和60年3月,昭和59年

度魚病対策技術開発研究成果報告書一合併症

 の診断と防除に関する研究一で報告している

 のでそれを参照されたい。

調査,試験項目
 i合併症の実態調査

 1.県下全域における実態調査

 2.養殖ブリ稚魚期の焦病発生実態調査

 血合併症の診断技術に関すること

 合併症魚(群)の外見的・剖検的検討

 合併症原因菌の適正分離部位と分離培

 養法の検討

 3.合併症魚(群)分離菌の簡便的(迅速)

 同定法の検討



重要貝類毒化対策事業

九万田一己,武田健二,荒牧孝行

瀬川知夫(漁業部),野島通忠(漁業部)

 1重要貝類の毒化モニタリング調査
1)目的

 近年ホタテガイ等の貝類が季節的に毒化

 する現象がみられるので,モニタリング調

 査によって貝類毒化の分析と原因プランク

 トンの出現状況を把握し,今後の基礎資料

 を得る。

 2)調査水域ならびに調査回数

 下表に示すとおり・甑島浦内湾及び曄児
 島湾古江地先について年8回実施した。

3)調査対象貝

 甑島浦内湾ではヒオウギガイ及びムラサ

 キインコ,古江地先ではヒオウギガイ及び

 ムラサキイガイを調査対象貝とした。

 4)調査項目及び調査方法

 (ユ)水質環境調査

 水温,塩分についてヒオウギガイ養殖

 場の表層水と養殖貝垂下水深3～12m

 の2層について調査した。

 (2)プランクトン調査

 水質環境調査と同様に,表層水と養殖

 貝垂下水深の2層について,海水1"を

 採水し,酢酸ホルマリン5%を加えて固

 定後,沈澱法によって5〃まで濃縮して

 その1〃を検鏡した。
(3)貝毒調査

 ヒオウギガイは中腸腺を,ムラサキイ

 ガイ,ムラサキインコは可食部を各々麻

月別,調査地別,調査回数

 ひ性貝毒と下痢性貝毒について調査した。

 なお,この検査は財団法人日本食品油

 脂検査協会へ委託して実施した。

5)調査結果

 検査の結果,麻ひ性貝毒,下痢性貝毒は

 32検体すべてNDであった。

 2.原因プランクトン広域分布調査
1)目的

 貝類毒化原因プランクトンの分布につい

 て不明な点が多く,その解明が大きな問題

 となっている。そこでこの調査を実施し,

 貝類毒化の予知手法開発の基礎資料を得る。

 2)調査海域ならびに調査時期

 漁海況定線の一部で鹿児島湾口沖合から

 屋久島南沖合までの5定点について,59年

 4月,8月,11月,60年3月の計4回実施

 した。

 3)調査項目及び調査方法

 (1〕海象;水温,塩分

 (2〕プランクトン;水深10,30m層から

 各々14を採水し,酢酸ホルマリン5

 %を加え,沈澱法により5〃まで濃縮

 し,その1売脆検鏡した。

4)調査結果

 検鏡の結果,貝毒原因プランクトンとさ

 れる刀{n0戸切Sえ∫/0〃〃やp70'0g_
 0n穿m'倣Cαれm〃。の出現は全く確

 認できたかった。

海域種類月

甑島

鹿児島湾

ヒオウギガイ

ムラサキイソコ

ピオウギガイ

ムラサキイガイ

合計

1

1

1
1

1

10 11

1

12

1
1
4

1

計

32



川内原子力発電所温排水影響調査

九万田一已,新村巌,野島通忠

武田健二,荒牧孝行,前田一巳

目的
 川内原子力発電所から排出される温排水が

 周辺海域に与える影響等を適確には握する。

調査体制
 水産商工部内に海域モニタリング技術委員

 会を設置し,調査計画の検討及び調査結果の

 分析・評価を行う。

 ※鹿児島大学水産学部委託

 テーマ:温排水が海流たらびに卵稚仔,プランクトンに与える影響に関する研究

代表者茶円正明助教授

 調査スケジュール



昭和59年度 温排水影響調査実施一覧表

    調査項目調査の細目実施年月目担当

    1、水温1)水平分布2)鉛直分布3)'般気象・海象第1次59年7月27日第2次60年2月1日
    1)25時間調査第1次59年7月26～27日第2次60年1月31～2月2日本試.漁業部

    2.流況

    2)15日間調査第】次59年7月26～8月7日第2次(測定不能)
    3.水質PH,COD,DO.油分,S(%。)COD,透明度、N則一N,N02-NN03-N,T-N,P04一=P,T-PCh1-a、戦闘嚇里第1次5.9年5月17日第2次59年8月25日.
    4.底質COD強熱減量粒度分布全硫ヒ物59年8月29日本試生物部

    1)底生生物59年8月30日

    2)海藻類5g年5月1日～2日
    3)潮間帯生物59年5月17目

    5.海生生物4)卵・稚仔第1次59年5月17日第2次59年8月30目
    5)プランクトン第1次59年5月1-7日第2次59年8月30日

    6.主要魚類シフス(イワシ類)周年漁業部
    τ漁業実態パッチ網.吾智網周年漁放課

調査地点図

腰査結果  「別m」昭和59年度温排水調査結果
 昭和60年5月のとおり

(要約,鹿児島県!



甑島海域総合開発基礎調査
(生物部会)

九万田一已,山口昭宣,新村巌,武田健二
荒牧孝行,藤田正夫,山中邦洋,塩満捷夫

 前年度に引き続き各種の調査を実施したの

 で,概要を報告する。

増殖場造成関係調査

 かん水湖環境改善調査;なまこ池の環境改

 善方策の検討のために,環境調査を実施した。
 同地は底層が富栄養～過栄養域,」=層が賓栄養
 域で特異な構造をもっていた。本事業での適

 用を断念した。

 培養殖場潮流調査;2か所で15日観測を実

 施した。

重要魚種生態調査

 ナマコ;なまこ池での天然採苗を試みたが

 採苗できなかった。

 海藻類;甑島での経年変化,現状を明らか

 にした。ヒジキ,アゾトクメ場の形成可能性,

 利用可能性がある。トサカノリ,アマクサキ

 リソサイの漁場要因が明らかにされた。

 藻場実態調査;潜水及び航空写真により藻

 場実態を把握した。

 機根漁場実態調査;機根資源の分布,漁獲

 量を明らかにしれ

 海藻礁設置実証試験;流れ藻依存型魚種の

 滞留延長,流れ藻供給資源としてのガラモ類

 の沖合養殖試験を実施した。

 基幹藻場造成実証試験;たまご池でのガラ

 モ種苗越夏観察,里での網藻養成,継続申であ

 る。また,里西浦でのアマモ移植試験を実施

 した。なお,カジメ場造成の種苗養成及び基

 質の設置を行なった。

 ツキビガイ分布生態調査;吹上浜のツキビ

 ガイは魚礁周辺を中心としたせまい海域で操

 業されており,資源回復への期待は大きいが

 その手法は不明瞭である。

養殖場造成関係調査
 養殖漁場開発調査;ヨコワ等養殖漁場の適

 地の聞取り調査を行し候補地を抽出し社会環

 境漁場利用面から養殖場造成の可能性を検討

 した。

 培養殖場潮流調査;一部について潮流15目

 観測を実施した。

 外海防災型養殖システム開発;全国的開発

 状況を解析し海域適応として里村に硬質ゴム

 枠イケスを導入し耐波性について観察申。

重要魚種生態調査

 アワビ;種苗生産,中間育成技術の向上か

 ら養殖可能性を明らかにし導入指導を実施申。

 海藻類;アマクサキリソサイ,トサカノリ

 の養殖手段を検討した。ヒトエグサ,ワカメ

 の養殖普及可能性について検討した。

 新養殖魚種開発;アマクサキリン†イの養

 殖企業化の見通しが得られた。イシガキダイ.
 の種苗化を検討したが大きな期待はできない。

 ヤセブリ等の種苗化について検討し約2万尾

 可能性がある。ヒラマサ幼魚の種苗化を検討

 し年変動は大きいが3～4万尾の可能性が得

 られた。ヨコワの種苗化を検討し4千～1万

 尾の可能性が得られたが年変動が問題である。
放流関係調査

 アワビ;稚貝発生状況分布要因を検討した。

 放流効果に.ついて追跡調査を実施したが確実

 な成果は得られなかった。なまこ池における

 垂下式申間育成を試みたがその優位性は認め

 られなかった。

 ナマコ;なまこ池での天然採苗を試みたが

 採菌できなかった。



 阿久根市栽培漁業センター設立事前調査

水産課,生物部,化学部

目的

 阿久根市に設立予定の栽培漁業センター付

 近海域の環境を知るため,同地先海域の水質,

 底質,プランクトン,農薬について事前調査

 を実施した。

方法

1.調査日

第1回調査昭和59年7月17日

 〃2〃〃1O月31日'
 〃3〃昭和60年3月19日

2.調査点

 右図のとおり20点

 3.調査方法および調査項目

1)海象

 調査点の水深,透明度および表層,B-

 1m層の水温,塩分を測定した。

2)水質

 調査点の表層,B-1m層のDO,COD,

 無機態窒素,周りんを測定した。

3)底質

 第2回調査時にCOD,粒度組成を測定

 した。

4)プランクトン

 St.4,9,13,15,19の5点で10

 mの垂直曳きを行いネットプランクトンを

 採集し,その優占種を調査した。

5)農薬

 第2,3回読査時にSt.16の表層水
 の有機りん系農薬を分析した。

結果一
1.海象

 夏季(7月)の表層の塩分は32.5%で

 あるが,秋(10月)～冬(3月)は34%

 と高かんを示した。

2水質

 CODの表層平

 均は,夏季O.9

 PPm,秋季O.7

 ppm,冬季0.6

 ppmと漸減した。

 無機態窒素は,夏

 季2.0μ9-at/2,
 秋季3刀μ9-at
 /n,冬季54μg-
 at/"と漸増し,

 無機態りんは同様

 酢こO.12,O.12,

O.17μ9-at/"
 と変動したが冬季

 とも特記すべき異

 状値はみられず正

 常な海域と思われ

 る。

3.底質

 この海域は,礫

 (岩礁地帯を含む)

 ～砂質であり,全

 域清澄な状態にあ

 る。

4.プランクトン

 夏季は沈澱量が20～250冊4/㎡であ

 り,内湾性種が優占している。秋季には,

 沈澱量は14～35〃/㎡と少なくなり,

 内湾性種,外洋性種の両者が優占する。
5.農薬

 有機りん系農薬について分析したがND

 (検出せず)であった。

調査点図



 福ノ江海域に流入する栄養塩の河川負荷
 と北薩衛生処理場排水負荷の見積り調査

武田健二

目的

 北薩衛生処理場排水からの栄養塩負荷が福

 ノ江海域に流入する総負荷に占める割合を見

 積るため,河川及び同処理場排水の調査を昭

 和50年及び54年以降毎年の計6回実施してき

 た。本年も同じ目的で調査を行った。

 なお,米ノ津海域に流入する湖11について

 も同様な調査を実施した。

方法

 1.調査月日:昭和59年9月7日～9月10日

 2.調査点:前回までと同じ。(57年事業報

告書参照)

 福ノ江海域に流入する7河川と米ノ津海

 域に流入する2河川の計9河川について潮

 汐の影響のないと思われる最下流点と処理

 場排水口とした。

 3.調査回数:同一点について,約ユ2時間お

 きに4回採水した。

 4.調査項目:気温,水温,全窒素(アンモ

 ニア態,亜硝酸態,硝酸態,有機態)無機

態燐,川中,水深,流速

 5.調査の分担

現場調査:北薩衛生処理組合

水質分析:県公害防止協会

 考察及び報告書作成:県水産試験場

 結果の要約

 1.福ノ江海域に流入する河11水量は20～60

 万トン/日,平均40万トン/日程度である。
 米ノ津海域もほぼ同程度である。

 河川別では,福ノ江海域の高尾野川が5～

 18万トン/目と最も多く,次いで小次郎川

 が1～12万トン/日と変動は大きいが比較

 的流量が多い。他の5河川は殆んど5万ト

 ン/日以下である。

 米ノ津海域では米ノ津川が15～50万ト〃白

 と多い。

 2河川の無機態窒素濃度は,天神11で16

 ppmを超す高濃度が50年にみられている
 がこれは特異的であり,高尾野川を除く6
 河川の値は2～8ppmで河川別に大きな

 差はみられない。高尾野川は1ppm前後
 の低い値が続いている。

 米ノ津海域では,米ノ津川の1ppm以下,

 高柳川の2ppm以下と低い。
 3河川の無機態燐は,天神川がO.3～4.5

 ppmと高く,次いで浦田,蛇湖川が高い。
 高尾野川は無機態窒素と同様に他河川より

 低い。米ノ津海域2測■1はともにO.07ppm
 以下と低い。

 4処理場排水の水質は,無機態窒素ゼ40.
 (54年)～230ppm(58年)平均約150
 ppmである。無機態燐で,0.3(57年)

 ～36ppm(50年)平均約15ppmである。

 5有機態窒素は,0.1～1.1ppmで河川
 による特記すべき傾向はみられない。

 処理場排水は4～17ppmの変動があった。

 6.河川と処理場からの負荷量は,福ノ江海

 域で無機態窒素が700～2,OOO切/日,平

 均1,350切/日,無機態燐が38～129

 此g/日,平均79切/日とたる。

 71処理場排水からの無機態窒素の負荷量は

 69～410切/日,平均250切/日,燐は

 O.5～54切/日,平均23侮/日で,福ノ江

 海域に流入する無機態窒素,燐のうち窒素

 は約20%,燐は約30%を占めている。



 栽培漁業センター



 マダイ種苗生産供給事業一V

 藤田征作・高野瀬和治・中村章彦

 松原申・山口昭宣

 鹿児島湾における放流事業用および一般養

 殖用の種苗として,全長平均27.5～35.9

 棚のマダイを173万尾生産した。今回の生

 産では,(1)飼育水中へのクロレラ無添加,(2)

 K,R2社の配合飼料比較試験の2点を中心

 にして生産を行った。

 親魚と採卵

 100トン円形水槽(屋外)1面に雌雄144尾

 (平均1.5切)を収容し周年飼育した。どの
 前歴は人工種苗で4,5才無であった。餌料

 は産卵期にはサバ肉,南極オキアミ(LL),

 それ以外の時期はタイ用ペレットを給餌した。

 合飼料については2社の製品を第1群がら第
 3群で比較試験を3回行った。

結果

 前年度は各水槽の生残率が18～29%,
 平均22%であったが,今回は4～27%,

 平均17%に止まった。そこで各群の配合飼

 料成績を比較すると,K杜群は総仔魚数519
 万尾に対して取揚げ数59.8万尾,生残率

 12%,これに比してR杜群は総仔魚数500

 万尾に対して取揚げ数113.5万尾,生残率

 23%であった。このような差が表われたの

 は飼料の組成もさることながら,飼料の製法

 にも差があり,K杜飼料は粒子組成が一定で 産卵期は3月21日(16.9℃)～5月27日

 (21.8℃)までで,その産卵状況は例年通

 りであった。飼育に供した卵数は1,199万

 粒で平均ふ化率は85%であった。

飼育
 100トン円形水槽(屋内,径7.2×2.5m)

 6面を用いた。飼育期間は5月1日～7月6

 日で3群に分けて行った。通気はストーン7

 個で,O.5"～1O蜴/分/個と増量し,注

 水量はO.3倍/日～12倍/日まで増量した。

 餌料系列は生ワムシから一部冷凍ワムシを併

 用し,全長6榊頃からアルテシアを併用し,

 全長7棚頃から配合飼料を併用した。この配

 なく,有効に利用されない粒子が多く,餌料

 不足であったことも推察された。次に前年度
 の単位生産数が3,525尾/㎡に対して,今

 回は2,888尾/m2であった。この原因とし
 ては配合飼料が正常に散布されなかったのも

 一因であった。これはホッパーからフロアー

 の吹出ロペ落下する部分に飼料の粉末による

 閉塞が起り,特に早朝からの給餌が行なわれ

 なかったことが噛み合いを強くし,これによ

 る生残率の低下もあったと推察された。した

 がって,配合飼料の性能については給餌機を

 改良し,再試験を行う必要があったが,少く

 とも魚肉ミソチの代替えは充分に果たした。

                  回水槽開始終了仔魚敏取場数,全長生残如一当り生ワムシ冷ワ亙7ルデ                   ミア配合魚肉水温pH卿
                  日目日、日日

                  次“月日月目千尾千尾率%尾数億個億個億個kgkg℃                  ㎜PPb

                  第46月21日1.690279島1.172.7908～2622～3K,21～41～                   i                  5月1日銅116』21416219・9124.28・1918.田。8104～                  一

                  群86月I5日1〃O島982τ522語.日80a～2622～3R,2ト41～                   一                  a5715.9190562皿。～23.58.19～8.30lo82～
                  第3177025435.9142.540畠～221～257～囲K,18～40～                  二5月9日7月6日3778817.23494812皿4～雷.18.19～8.目1H53～
                  群7一バ。3533.4203510畠～2621～盟7～26R,18～40～飢7～24.畠8.17                  3909217.O3104068.畠O～1172～
                  第25月18日1ク306529.46504～326路6～25K.2里～髄～20・7126.1呂.20～8.296                  3331028.11199344～
                  一一一6月四日

                  穣65月19日1-5038628.273.86畠～宮5～245～24R,21～助～2皿9～艶.38.19                  49110212.91991258.29～1457～
                  計5月1日7月6日lo,1901J33畠。.呂172.8882.2793848τ51.3811.宮23上段最」・値

                  下段最大値



 イシダイの種苗生産供給事業一V

 高野瀬和治・藤田征作・中オ樟彦

 松原申・松元貝腸・山口昭宣

 昭和55年度から実施している放流技術開

 発事業の放流用種苗として,平均全長30棚,

 10万尾の生産を目標に種苗生産を行った。

 親魚と採卵
 親魚は58年,及び,59年に購入した4

 ～5才無,体重1.2～1.7切,85尾(雌:

 雄・=40尾:45尾)を用いた。餌料は南極

 オキアミ,サバ,配合飼料を給餌した。産卵

 期間は5月1日から6月29日までで,期間

 申の飼育水温は19.5～26.3℃を示した。

飼育方法
 屋内60トン角型水槽,2面と,屋内100

 トン円型水槽,7面を用いて6回の生産を行

 った。飼育に供した卵は,1～4回次生産は

 自家採卵,5～6回次生産は熊本県栽培漁業

 センターから譲り受けたものを用いた。

 飼育水へのクロレラ添加は・50万個/腕4

 を基準に日余20前後まで行った。通気はエ

 アストソ7個を用いて卵収容～目金3は2石

 /分/個,日余4～20前後はO.54/分/

 個,以降は1連/分/個以上とした。換水は,

 日余2～3は止水,日余4以降は流水とした。

表種苗生産結果

 餌料系列は,低温期の1回次飼育では,ワ

 ムシは目金2～42,アルテミアは日余17

 ～46,配合飼料は日余28～出荷,魚肉は

 日余30～出荷まで給餌した。また高温期の

 6回次飼育では,ワムシは日余1～28,ア

 ルテミアは目金13～28,配合飼料は日余

 20～出荷,魚肉は日余19～出荷までであ

 った。

/

結果

 飼育の結果は表に示したとおりである。生

 残率は,O～10.O%,平均1.8%と例年同

 様似し値を示した。減耗の大きなものとして

 は,飼育初期の日余10～15頃までの大量

 減耗,細菌様塊の着生による疾病が主なもの
 としてあげられた。飼育初期の減耗について.
 は,生物餌料の栄養強化,水質改善等の対策

 をとったが,解決に至らたかった。細菌様塊

 による疾病については,1回次,3回次,5

 回次,6回次飼育で確認され,このうち,3

 回次,5回次飼育においては日余9～14に

 全減する例が観察された。今後の問題点とし

 ては,特に昨年度から多発している細菌様塊

 による疾病への対策を検討する必要がある。

                収容時取揚げ.時総給餌量

                生産回次水槽“月日卵敏10一ふ化率%尾数10一月日日余尾数10'平均全長皿生残率%水温℃ワムシ億個アルテミア億個配合飼料^魚肉切
                115・16095』5707・5545.07342±冊10.921.0～26』48740.527413

                2O→56・12昌。97.畠2928・957舳50-8±9.211.222』～29.128018』61484

                386・184509674356・289■一o24.2-26.291一一一

                446・25309532867・28語2百.0217.5±2.522.125B～29.1島2514.8lo62

                577・35091.04557・1814■一o27.1～285301一一一

                60→17・198898.9呂79・6485J43.1土9.46.62冊～29.225713π74617

                6

                27・i921099.02089・ll5島20.74宮.2±10.1o.o25£～28.848750.417島M97

                合計2.44895.3望β島340坦91.82.228137.8宮458.073



 トラフグ種苗生産供給事業一V

 中本樟彦・藤田征作・高野瀬和治

 松原申・松元則男・山口昭宣

 県内の養殖用種苗としてトラフグの種苗生

 産を行った。今年度は仔魚期と日余35～45

 に大量減耗があり,生産数は全長平均47.6

 鰍,6.6万尾にとどまった。

 親魚と採卵

 採卵は4月6～8日の3日間長島町茅屋地

 先で小型旋網漁船で漁獲された親魚を用いて

 行った。水揚場で搾出採卵し湿導法により直

 ちに媒精した。受精卵は十分洗卵しポリ袋ヒ
 1枚当り30～50万粒を収容して酸素封入

 後活魚槽に浮かべてトラック輸送した。雌14

 尾(3～8佃),雄12尾(2.5～7切)を

 用い1,020万粒の受精卵を得,ふ化までは

 1,OOO"パソライト水槽6面に卵を収容し

 流水(生海水)・強涼気下で育卵した。ふ化

 は6目目の4月12日から始まり,840万

 尾のふ化仔魚のうち580万尾を飼育に供し

 た。ふ化率は82.3%であった。

飼育方法
 ユOO皿円形水槽(屋内)3面を用し略水

 槽に当初150万尾づつ,日余5,7に各37

 万尾,63万尾,30万尾のふ化仔魚を追加

 収容した。注水は最初から行い・0.5～1倍

 /日までは炉渦海水,1.5倍/日から生海水

 のシャワー注水を行ない1O～13倍/日ま

 で増量した。通気はエアストーン7個で当初

 14/分/個とし3石/分/個まで増量した。
 クロレラ添加は行わたかった。稚魚は日余

 16と26に分槽をして飼育した。

 餌料系劫は日余4～35まで生ワムシ,日
 余20,21～35までアルテミア,日余23

 ～出荷まで酒己合飼料,日余26～出荷まで魚

 肉ミソチ,日余31～47までマダイ・イシ

 ダイのふ化仔魚及び卵を給餌した。

結果

 4月8日採卵群の2槽では目金9～11,

 日余10～16で大量減耗があった。餌料の
 ワムシの摂餌が急に不良にたり,1槽では3

 日間,他の1槽では7日間でほぼ全減に近い

 状態となった。1糟で日余14～16に薬浴

 (エルバージュ20ppm,30分間止水)を
 行ったが効果はなかった。原因として同様に

 飼育した他の1槽では減耗は例年どおりだっ

 たことから卵質に問題があったのではないか

 と推測された。このため目金16,17('全長

 6,22鰍)と日余26,27(全長10.8列

 に生残数の多い1槽から少ない2槽へ約30

 万尾づつサイフォンで稚魚を分槽した。

 日余26(全長約10舳)から魚肉ミソチ

 の給餌を始めたが餌付きが悪く日余35頃か

 らヤセた黒い稚魚が多くなり次第にヘイ死数

 が増加した。当初は小型魚が主であったが日

 余40から大型の個体がヤセて衰弱している

 のが多くなり薬浴(エルバージュ20ppm・
 30分止水)と併せてO・T・Cの経口投与

 を行なったが効果なく多い時には現存数の50

 %以上が1日でヘイ死した水槽もあった。

 日余45で鰯や尾鰭にコスティア様の原虫

 が観察されたためホルマリン40ppm・30

 分止水の薬浴を行ったところヘイ死が止まり

 稚魚は水槽内で回転運動を始め活力も向上し

 た。生産尾数は日余67,全長平均47・6棚

 で6,6万尾となり県内の養殖用種苗として配
 布した。

 今後の課題として良質卵の確保を含めた仔

 魚期の飼育方法の改善と死餌に」硬調に行かせ

 るための餌料系列の再検討が必要と思われる。



 ヒラメの種苗生産供給事業一皿

 高野瀬和治・神野芳久・藤田征作

 申村章彦・松原申・山口昭宣

 前年度と同じく屋内60トン水槽を用いて,

 養殖用及び放流用種苗の種苗生産を行い,平

 均全長29.6～39.8mmのヒラメを

 216,485尾生産した。

 親魚と採卵

 卵は,大分県栽培漁業センターで養成して

 いる親魚から自然産卵により得られた浮上卵,

 及び,東市来町地先の刺網により漁獲された

 天然魚(雌5尾,雄5尾)を搾出採卵に供し

 て得られた浮上卵の2種を用いた。飼育に供

 した卵量は,自然産卵の総量・255万粒,

 搾出採卵は120万粒であった。

飼育方法
 前期(仔稚魚)飼育:飼育水槽は60トン

 水槽(屋内,4×7,5×2m)3槽を用いた。

 1群は,大分県栽培漁業センターにおいて,

 2月6～7日に産卵したもので,2月8日に

 輸送,合計145万粒を収容して,4月9日

 まで飼育を行った。飼育期間申の通気は,1

 ～4坦/分/個で行った。換水は,日余5ま

 で止水,以降O.2～5倍/日の量とした。飼

 育水へのクロレラ添加は,日余2～26に行

 い,70万個/飼育水腕4を基準とした。飼育

 水は,日余O～38にスチーム(チタンパイ

 プ直径19榊)加温を行い,18℃台を維持

 した。餌料系列は,ワムシを目金3～34,

 アルテミアを日余12～41,冷凍養成アル

 テミアを日余36～41,配合飼料を日余

 27～41,アミ,魚肉を日余37～41に

 給餌した。分養は日余41に行った。

 2群は,1槽は,大分県栽培漁業センタiか

 ら浮上卵を輸送し,110万粒を収容した。
 飼育期間は3月12日から4月30日までで

 あった。他の1槽は,3月13目に搾出採卵

 を行い,浮上卵120万粒を収容した。飼育

 期間は3月13日から5月7目までであった。

 飼育方法は両槽ともほぼ同様としたが,飼育

 水へのクロレラ添加は・200万個・70万

 個/飼育水搦4に区分した。分養は,前者は日

 余47,後者は日余52に行った。

 後期(着底稚魚)飼育:屋内60トン水槽

 に3×3.1×O,7～1.4mの主賓を2面/槽

 設置して,稚魚を1.5～4万尾/主賓の密度

 で収容した。1群の飼育は3月22日～4月

 9日で生費8面,2群はそれぞれ4月30日

 ～5月18日で生費3面,5月7日～5月

 28日で生費8面を用いて行った。飼育期間

 中の餌料は魚肉及び配合飼料を給餌した。

結果

 前期飼育のふ化率は,1群は61.4%,2

 群はそれぞれ70.O%,35.8%を示した。

 また,分養時の歩留りは,1群,31.5%,

 2群,5.8%,47.7%を示して,砥し生残

 率を示した。1群の生残率は日余15で35

 %に低下したが,減耗の原因と考えられるよ

 うな疾病は確認されなかった。2群は両飼育

 区とも日余22～40に腸管白濁症が観察さ

 れ,これによる減耗が大きかった。処置とし

 てはエルバージュによる薬浴を数回行った。

 後期飼育の結果は,1群は,16.8万尾(全

 長29.6～29,8鰍),歩留り60%,2群

 は,それぞれ,2万尾(39.8榊),44,9

 %,2.8万尾(39.5m刷),13.7%を示し

 た。有眼側体色異常率は,1群が3.1%,2

 群が90,9～96.6%と対照的な発現割合を

 示した。高率体色異常の原因としては,特に

 疾病による餌料摂取障害だとが考えられた。



 トコブシ種苗生産供給事業一1V

藤田正夫1山口昭宣,山中邦洋

神野芳久,松元則男

 ・昭和58年度に採苗した稚貝を今年度まで

 申聞育成し,外海水域放流パイロット事業用

 の種苗(殻長25榊以上)30万個と一般放

 流用種苗19万3千個及び養殖用種苗として

 2万個を生産供給した。採卵にさいしては前

 年度と同様,水温制御と短日処理による親貝

 仕立と産卵誘発法に海水氷と暗処理出来る恒

 温室での反覆温度刺激を併用することによっ

 て安定した採卵が可能とたった。
方法

1.親貝

 種子島より2回(4月23日及び7月21

 日)購入した雌貝3,045個,稚貝1,500

 個の合計4,545個の申から適宜選出採卵に

 供した。

2.採卵水槽

 13トン水槽29面,12トン水槽20面

 3.採卵・育苗

 産卵誘発は紫外線照射海水を日照と海水氷

 によって反覆温度刺激後,20℃に空調した

 暗室に移して採卵し,洗卵後は前年度同様各

 飼育槽に水浴させたポリ袋申に収容ふ化させ

 採苗基質を投入後,剥離サイズまで同一水槽

 で一環飼育した。その後,殻長5榊前後に成

 長したものから剥離選別後,大部分のものは

 13トン水槽に200径のモシ網主賛(1,2×

 5.5×O.6m)を各2面張り,網の上に粟石

 を薮入んだ二重底水槽に約1万～3万個を収

 容し,配合餌料を与え出荷まで飼育した。
結果

 1.採卵・ふ化

 昭和58年8月22日～10月11日(水

 温28,7～25.6℃)の期間申20回産卵誘

 発を試み,.この中18回の反応をみて卵粒で

 2億8千8百万粒を採卵した。前述した前年

 度同様の親貝仕立て,産卵誘発法を実施した

 結果ほぼ早期から大量の採卵技術が確立した。
 これらの卵は各水槽に準備したポリ袋に50

 万粒づつ収容し,ふ化させた。

 2.採苗・育苗

 ふ化後4日目にあらかじめ珪藻付けした波

 板を稚貝に数日着生させ垂下し採苗した。そ
 の後,同水槽で育苗を続け成長の早いものは
 11月より剥離を開始し3月までに72后個
 の稚貝を計数した。

3.中間育成

 剥離した稚貝は前述したとおり大部分のも

 のを粟石を敷込んだ網に収容し中間育成した。

 今年度は中間育成に新しい方法を取り込

 み実施した結果,夏場の高水温期の艶死も少

 なく成育も順調で栗石を敷込んだ水槽では歩

 留80%以上の高結果を得た。この水槽の短

 所は池替ができないため配合を与えると残飯

 や排泄物が石と石の間や水槽の底にたまり還

 元層ができる。そのため,特に夏場は頻繁に

 掃除を必要とした。

4.配布

 前年度からの繰越員を含め所定のサイズに

 達したものから表のとおり4月から1月まで

 に512,500個を出荷,配布した。

表配布状況

     年月日配布先個数サイズ摘要

     個10000唖腕     59.4.2与論町20

     4.2沖永良部町650020

     6.18佐多町10000025～川ロット事業

     7.18西之表市10000025～〃
     8.24志布志町10000025～〃
     1O.16上甑村200020

     10,17枕崎市2000025養殖用
     60.1.30西之表市17400022
     合計512500



 クロアワビの種苗生産供給事業一w

山中邦洋,藤田正夫,山口昭宣,神野芳久

目的

 外海水域パイロット放流事業に必要な種苗

 (殻長20mm以上20万個)と一般放流種

 苗(殻長10mm)を供給するための生産事

 業である。

 親貝と採卵

 1.親貝は9月5目甑島より325個(40

 kg)購入した貝と持ち越し貝176個の合

 計501個の中から,雌貝240個,稚貝

 110個を選別使用した。

 2.採苗水槽:13t(2面),60t(3

 面),7～10t(20面),1Otキャン

 バス(5面),3.5tキャンバス(4面)

 2.5t(1面)を便用した。波板は8,520

 枚(66×45cm=2,800枚,45×

 45cm=4,OOO枚,ポリエチレン袋を切

 断したもの1,720枚)使用した。

 3.採卵・育苗110月28日～12月14

 日の期間申に12回採卵(干出,日照・加温,

 紫外線照射海水併用刺戟)を行った。剥離は

 3～7月の期間申に字および麻酔(アミノ安

 息香酸エチル50ppm)で剥離し,あらか

 じめ付着硅藻を着生させた。モシアミ生費5

 ×1.2×0.6mに17,500個/枚で収容し

 若布を投与し,若布とモシアミ生費の付着硅

 藻の消失(摂餌)後,配合飼料(日本農産)

 を投与した。

 は着生するが,ニッチヤ類が主体であった。

 今後更に作成期間と遮光率,施肥等の検討が

 必要である。

 各タンクの生産状況(表1)

 5～8mmサイズ(剃り)で7.10t

 (5,164～32,287個/槽),3.5tキ

 ャンバス(11,910～43,128個/槽),

 10tキャンパス(2,220～108,576

 個/槽),2.5t水槽(3,700個),13t,
 8,376～30,526個/糟で総則り数55

 万個であった。

第1表剥離状況

結果

 採卵112回の採卵を試み親貝の使用は♀で

 延518個,♂84個で1個の親貝は旱で2.2
 回,♂でO,8回誘発使用し総卵数3億2千6
 百万粒を採卵し,その平均受精率は77%で

 あった。波板の作成は20～30日間に遮光

 率90,60,30%で比較検討した結果,
 90%ではほとんど着生せず,60,30%

             タンク“123456789lo合計波板の使用
             タンク

             10t榊目〃τ割田6伽4.5岨榊τπ2.1一22町2郷42割99.研66x4㎞1点60肢

             〒一束梱5.1割○別8〃τo日93醐.肥用5-03o.訓1.工67日別66x4監。l.5高。技

             3.5一ホ柵(牛}・叔〕“o岨£四珊.山田螂1囲j閲66×4出。l.000技

             10一湘(キキ〃執〕1.09目1坦閲田5τ囲.1祖幽盟国.90一5x4㎞仙00技

             13一木簡日〃0.脳鉗卵66x4胸目。o牧

             旦5一本緬目仙3π㎝,loo牧

             脚.89日月20牧

配布

 殻長10mmサイズで中間育成用に25万

 個,26mm以上で直接放流用15万個,ナ

 マコ池中間育成用4,500個,合計404石OO

 個の出荷にとどまり,このうちS58年貝は

 36万4千5百個でS60年度への持ち越し

 を含めて剥離歩留は66.6%であった。
第2表出荷状況

盟一村
下甑村手打

野間池

枕崎
長岨

 ナマコ池

 排ち越し

 出荷サイズ

10mm

26～30

 一〇皿m

 26n1血

合計一

生産年度

57年

5万

5万

58年

15刀掴
5万

5万

10万

 。.45万

1万

 36』5万

備考

 陸上・中間育成

 海面・中問育成

直接放流

 中間育成・試験



 トコブシ種苗生産供給事業一V

 藤田正夫・山中邦洋・神野芳久

松元則男,山口昭宣

 昭和60年度に実施される豊かな海づくり

 事業及び一般放流用の種苗を供給するために

 59年度に採苗した状況を報告する。

 方法と結果

1.親貝

 親貝は種子島から4月16日及び7月18

 日に購入した4,030個(雌2,190,雄

 1,840個)を飼育し使用した。採卵に供試

 した親貝は選別後,産卵時刻を早めるたや誘
 発に供する約2週間前から明暗周期を(10～

 22時時,22～翌10時明)調整飼育した。

2.採卵水槽

 採卵に使用した水槽は13トン(22面)

 12トン(20面)であった。

 3.採卵・育苗

 8月28日～10月18目(水温28.9～

 25.8℃)の間に17回試み,紫外線殺菌海

 水,日照(採卵後期にはヒーターを併用)及

 び海水氷による反覆温度刺激後・暗室に移槽

 することによって15回4億4千万粒の卵を/
 得た。

 採苗はあらかじめ珪藻づけした波板を稚貝

 に1～3日着生させたものを用いた。

 付着稚貝の多い波板は網に栗石を敷いた二

 重底水槽に移し飼育した。産卵2か月後から

 剥離を始め,アオサ投餌後,徐々に配合飼料

 に切り替え現在13トン水槽13面で継続飼

 育申である。なお,後期に採苗した稚貝には

 ワカメを投餌するとともに一部については剥

 離を次年度に繰越した。

 クロアワビの種苗生産供給事業一V

山中邦洋,松元則夫,山口昭宣

目的

 豊かた海つくり事業に必要な種苗(殻長20

 mm,10万個)と一般放流種苗(殻長10

 mm)を供給するための生産事業である。

 方法と結果

 1.親貝は里村漁協より9月8日に267個

 (平均殻長108mm)を購入した貝と,持
 ち越し貝28・2個の合計549個の申から♀

 244個,♂147個を採苗貝に使用した。
 2.採苗水槽:13t(9面),1Otキャ

 ンバス(10面),7.10t(20面)を使

 用した。

 波板は66×45cm(5,720枚),

 45×45cm(9,000枚),合計

 14,720枚使用した。

 波板は30～60%の遮光幕を使用し30

 ～60日の期間で作成した。

 3.採卵,育苗:1O月29日～12月17

 日の期間に18回採卵(日照,加温,紫外線

 照射海水の併用)し3億3千9百万粒の採卵

 を行った。全期間において,浮遊期に問題は

 なく付着後1mm内外での減耗でほとんどの

 波板を4～5回の付け替えを行った。

 この原因究明に1月17日に採卵を実施し

 常温(12～15℃),20℃,22℃下で

 波板は,ココネス,ミリオネーマ,大型の付

 着珪藻等ではココネスが良くミリオネーマは

 初期幼生の付着が悪かった。稚貝の剃りは2

 月から実施し3月現在で25万個剥り飼育申。



 ヒオウギの種苗生産供給事業一V

松元正剛,藤田正夫,山中邦洋

 神野芳久,松元則男・山口昭宣

 前年度同様,ふ化から付着前までの初期幼

 一生を60トン水槽1面で飼育し,その後1ト

 ソバソライト水槽20面に分槽して飼育した。

 平均殻長が1,4㎜に成長した繍で神出し

 した結果,殻長10～24mmの稚貝

 192,OOO個を生産し,県内の関係業者に

 配布した。

 方法と結果

1.親貝

 4月24日及び5月8日甑島産(雌131

個,雄89個),4月28日垂水産(雌57

 個,雄43個)の親貝,合計雌188個,雄

 132個を購入し10～24日間クロレラ,

 キ■トセラス,ワムシを投餌し養成した後,

 採卵に供した。

 2.採卵・ふ化

 採卵は5月17日に前年同様の方法で誘発

 させ,総卵数3.1億粒を得て,うち1.9億粒

 を60トン水槽に収容ふ化させた。

3.育苗

 (1)付着前幼生飼育(日余O～12日)

 この間の飼育は遮光した60トン水槽を

 用い,飼育水は精密濾過海水を日余1日か

 ら移槽前日まで,ぽぽ毎日2～30トンを

 換水した。

 餌料はキートセラスSP,クロレラ,キ

 ートセラスグラシリス及びモノグリシスを

 2,200～19,200ce11s/m混合投

 与した。

 /60トン水槽における歩留は収容卵数の

 10%にあたる19百万個の幼生を得た。

 (2〕後期稚貝飼育(日余12～48日)

 この間の飼育は1ト:/水槽20面に上記

 幼生を収容(1槽当り95万個)し,クロ

 レラ,キートセラスグラシリス及びモノグ

 リシスを混合投与した。コレクターにはダ

 イオシートを使用し,日余13,14日に

 1水槽当り25枚を投入した。

 (3〕海面での中間育成

 7月4～6日までに前年同様の力法で新
 城沖に沖出しした。

 沖田し時点での稚貝数は平均殻長1.4例

 2,010千個で出荷までの歩留は9.5%で

 あった。

 4.問題点及び今後の対策

 今年度は比較的大型稚貝としたのち海上で

 の中間育成にはいったが,沖田し後の歩留が

 極端に悪かった。これは海況条件の悪かった

 ことも原因の一つと思われるが,今後は陸上

 養成時の餌料や管理に十分検討を加え健苗を

 育て沖出しする必要があると考えられる。

              採卵60トン水槽飼育1トン水槽沖田し配布

              X1O日XlO白X1OOX1OOXユOO飼育㎜×1o'腕X1〇一

              月日敏卵収D型幼取揚幼収容数水槽月日サイズ稚貝数月日サイズ個数歩留

              客数生数生数

              7.4平均11.2110

              5.173ユ2ユ90ユ9コ920面～殻長201～～199.5

              7.61.412.124



 クルマエビ及びクマエビの種苗生産供給事業一V

中村章彦,松原中,藤田征作

高野瀬和治,山口昭宣

 県内における放流用としてクルマエビ及び

 クマエビの種苗生産を行った。クルマエビは

 TL14-7～16-9榊が1,217万策,T工
 24榊が35万尾の計1,252万尾,クマエ

 ビはTL18.7榊・13万尾を生産した。

 親エピと産卵・ふ化
 現エビは6月5,7日に鹿児島県出水市で

 調達し,活魚槽でトラック輸送した。親ニビ

 は飼育槽に37～44尾宛収容し自然産卵さ

 せた。使用した親エビは200尾で完全放卵

個体一68尾,一部放卵個体一62尾,未放

 卵個体一53尾,ヘイ死個体一17尾となり

 一部放卵個体を1/2と換算すると産卵率は

 50%とたった。産卵数は2,219万粒で放

 卵個体1尾当りの産卵数は17万粒であった。

 ノープリウス数は2,205万尾でふ化率は

 99.4%であった。

 クマエビは6月7日と7月9目に同様の方

 法で搬入し飼育槽に57尾と22尾収容した

 が7月9日分はほとんど産卵が見られなかっ

 た。6月7日分は放卵個体一35尾,.一部放
 卵個体一12尾,未放卵個体一9尾,ヘイ死

 個体一1尾で産卵率は65.2%となった。産

 卵数は213万粒で放卵個体1尾当りの産卵

 数は4.5万粒であった。ノープリウス数は

 52万尾,ふ化率は24.4%と低かった。

飼育方法

 飼育水槽は11O㎡水槽(屋外)5面,ク

 マエビは60㎡水槽(屋内)1面を使用した。

 各槽の水深は当初1mで開始し親エビ取揚

 げ後,ミシス日余2～ポスト日余2までに毎

 日水位を上げ満水としその後換水を行った。

 クマエビは7日目のゾエア日余6までに毎

 日水位を上げ満水とした。通気は例年どおり

 水槽中央の2列の塩ビハイプで強涼気を行っ

 た。クルマエビの幼生数が多い水槽はノープ

 リウス日余2で380万尾に間引き調整した。

 栄養塩の添加はゾエア目金1から開始し珪

 藻を飼育期間申維持するため出荷前まで海目

 行った。珪藻の増殖が妙なかった2槽ではバ

 ン酵母をゾエア日余3～6まで添加した。

 餌料系列は冷凍ワムシ(ゾエア日余4,6

 ～ポスト日余8,12),アルテミア(ミシ

 ス日余1～ポスト日余9,11),配合飼料

 (ゾエア日余3,4～出荷)であった。クマ

 エビは冷凍ワムシ(ゾエア日余5～ポスト日

 余8),アルテミア(ミシス日余1～ポスト

 日余9),配合飼料(ゾエア日余3～出荷)

 であった。

結果

 今年度は6月5日分の3槽でミシス目金2

 に少しヘイ死があっただけ対頂調に生産でき

 た。単位生産量は2.1～3.O万尾/㎡(実行

 水量103.5㎡),平均2.4万尾/㎡と各槽

 とも安定して高い値であった。ステージ別の

 対ノープリウス期の生残率はゾエア期一99.5

 %,ミシス期一77.5%,ポスト期一67-8

 %,通算では63.9%となった。

 今年度は生ワムシを全く用いず冷凍ワムシ

 のみの給餌を行ったが問題はなく,生産が不

 安定た生ワムシに較べて安定した供給が可能

 であるため種苗の安定生産には生ワムシより

 有効だと思われる。

 クマエビはふ化率が悪くまた幼生も活力が

 たかった。ポスト日余12からはヘイ死が見

 え出したため薬浴(エルバージュ20ppm)

 を行なったが出荷は13万尾にとどまった。



 アカウニ種苗生産供給事業一V

 藤田征作・松原申・高野瀬和治

 中村章彦・山口昭宣

 外海域におけるパイロット放流用種苗とし

 て,殻長平均10.3～15.9mmのアカウニ種

 苗を21万個生産した。このうち10万個は

 パイロット用として,長島町地先に放流し,

 残りは養殖用と一般放流用とした。

 親ウニと採卵
 10月下旬に阿久根市黒之浜地先から170

 個の親ウニを搬入し,アオサを給餌して養成

 した。採卵は口器切出しによる常法で,第1

 群は11月12日に32個の内,雌6個と雄

 3個から1,100万粒,第2群は12月27

 日に5個の内,雌4個と雄1個から1,400

 万粒の受精卵を得た。翌朝,浮上した幼生を

 集め,第1群は440万個,第2群は237

 万個を飼育に供した。

 8.1以上を維持するように増量した。餌料は

 附着珪藻から日余100以降アオサを,日余

 140以降でワカメを給餌した。

結果

 今回の試験区として設けた底スノコ材の効

 果は認められなかった。第1群の間引き分養

 した数からみて水槽1～4と5～8とに成積

 の差があった。これは当初の照度差が珪藻の

 種類や徒長の差となり,変態率の差となった。

 これに対して,第2群は変態後の稚ウニを用

 いたことが生産数を安定させる最も大きな要

 素とたった。今後は,1トン水槽内で稚ウニ

 まで飼育することと,附着珪藻として

 Navicu1aやNitzschiaを初期に増殖さ

 せることの2点にしぼられた。

 浮遊期1トン水槽

飼育
 浮遊期;1トン水槽5面と3面で飼育し,

 通気は中心にストーン1個を垂下して1石/分

 とした。換水は110μネットのストレーナ

 ーを介して排出した後,トーセル2連(30

 と5μ)でろ過した海水を注水した。換水量

 は当初1日隔1/2量から毎日となり後半は

 2/3とした。餌料は1トン水槽3面で培養

 した。h・grasi1isを毎朝換水後湾会餌し
 た。第1群は日余14で160万個の8腕後期幼

 生を4トン環流水槽8面に収容し,第2群は

 変態した稚ウニを日余21に120万個と日余33

 に40万個を追加収容した。

 着生期;環流水槽(4×1.4×O.7m)8

 面に45×33㎜の波板を各360枚,計2,880

 枚を約1ケ月前から流水として附着珪藻を着

 生させた。ここへ,第1群は各槽20万個,

 第2群は,さらに約50～60日後に10～30

 万個追加しだ。換氷は2倍/日で始め,pH

回

次

第

1利

水
帽

第
2

回

計

収容赦

万個

85

 Go〕
85

90

“o

8目
79

75

237

取捌数

万個

80

 (o〕
75

80

ヨ05

60

70
60

190

生残数

%

目4

(o)
畠8

80

87

72

89

80

8皿

船卿

 1O]個/■'

7

65

5

65

雌藻

 104個/■'
236

454

169

・1
割目2

 着生期4トン水槽

          莱

          水収容融取携徴蟹僅匝掃生眠串アナ十ワカ'遠光と間引き

          帽万個千個一9%^'佃底スノ見換融
          I珊十一8一I.■o.6o50.一一τ帥%2両2

          220+1Hm.80.86帥.そ53.oo%“舳

          820+12目11πo.67眺.目開.目寒碕砂           スノ目“〃

          420+,2冒m.;o.冑811τ.16』.7寒冷紗           スノコ目22目

          520+80舳m.τo.目一τ81』ヨ日2.昌亙壮し           スノ目50目

          620+目。2E10.日o.36回7.一6“杜し72宮

          〒20+25旧212.Oo.“8m'.286.2oo%752

          目20+里5“1一.8o.5Im11目.8目6.宮目。%3〃

          分鴉■一15目一■一5.壷11目コ170-6

          叶3室。2mH.1o.5τ"o6冊

 莱1一引t屋内プラスチ,ク連,τ～81t屋外団天、%1±クイナツート



 特産高級魚種苗生産試験(イシガキダイ)一皿

 藤田征作・高野瀬和治・中村章彦

 松原申・山口昭宣

 昭和57年度に始めて,全長平均364mm

 の稚魚を25千尾生産したが,58年度は60

 mmで700尾,今回は50mmで680尾に終

 った。これは前年度と同様に細菌または徴胞

 子虫様塊が体表面に着生することにより大量

 死を起し・甲減果が得られなか兆
 親魚と採卵
 100トン円形水槽に5才無104尾(2.5

 kg)を前年度から収容し年間飼育した。餌
 料は産卵期にはサバ,南

 極オキアミ(LL),そ

 れ以外の時期にはタイ用

 ペレットを給餌した。注

 水量は4倍/日とし,夜

 間は2倍/日として浮上

 卵率の向上を図った。産

 卵は5月31日～6月22日

 に終了し,今回始めて9

 日間連続して産卵した。

 5月3ユ目～6月3日分計32万粒を第1群,

 6月4日～8日分計102万粒を第2群,6月

 22日分18万粒を第3群として飼育に一供した。

飼育

 50トン角形水槽(屋内,6.6×3.2×2.5

 m)1面とトラフグの生産が終了した1OO

 トン円形水槽2面を用いた。飼育期間は5月

 31日～8月4目で3群に分けて行った。通
 気は50トン水槽でストーン4個,1OOト

 ン水槽で7個とし,O.5"～2石/分/個と

 増量した。在水量は0.3倍/日～4倍/日と
 増量した。餌料系列は当初生ワムシ,全長7

 ～6榊から.アルテミアを併用し,全長13榊

 から配合飼料を併用した。

結果

 イシダイにおいて,57年度以降,イシガ

 キダイで前年度から発生した疾病により,第

 1群が680尾生存したのみで,第2,3群

 は中途で全減した。この疾病は当初頭頂部や

 上下口唇部に薄茶色の塊が発生し,次第に瘤

 状になり,個数も増加し,体表や各鰭の軟条

 の間に一見白点虫が寄生したような症状にた

 り,次第に衰弱して死に至るもので,この瘤

 状の物は直径50～300μ程で,魚体の粘

 液下にあり,無自身が死ぬと魚体から分離し,

 球状となるが,数分後に破れて,内容物が流

 出した。この内容物を1,500倍で検鏡する

 と,短桿菌様な物が充満していた。今回の発

 生状況をみると水温が高くなるにつれて発生

 する日余が早くなる傾向が認められ,過去の

 9事例でも23℃以下では発生していない。

 また,第1群では発生が認められた日にホル

 マリン50ppm,60分問,2日目エルバー

 ジユ20ppm,3日目テラマイシン散30ppm,。

 第2群は1日目エルバージュ50ppm,2日

 目テラマイシ=ノ50ppm,3日目ホルマリン50

 ppm,その他に,小型水槽でメチレンブルー,
 マラカイトグリーン,DOTCなどの薬浴を

      試みたが効果は全く認められなかった。
      水槽盾L1o5

      採卵月日5-31～6-36.4～6-86一四

      ふ化率(%〕697067

      ふ化仔魚数(千尾〕2207-o120

      成(日余〕4島8・54.092一      長

      と(回〕〒4.49194.9〒o宮52畠畠
      生(%〕一36272125.059115』75
      残21軌768166,07一

      発生日余20一3呂

      菌

      様全長(■□〕9.55.25.2
      興水温(℃)24.62目.526.4      碧

      生終息日余251715
      生残率o.4oo



 特産高級貝生産試験(ホラガイ)一V

藤田正夫,神野芳久,山口昭宣

 サンゴを食害するオニヒトデの天敵である
 ホラガイの種苗生産試験を実施し,浮遊幼生

 を得るまでに至っ池ミ,稚貝まで変態は見られ

 ず,現在まで幼生飼育を継続実施申である。

 方法＼
1.親貝飼育

 前年度からの繰越貝7個と10月1日に一汗

 永良部島から搬入した7個の計14個を室内

 3トソコソクリート水槽1面に収容し飼育し

 た。

 餌料は冷凍したヒトデ類(モミジガイ,ヤ

 ツデスナヒトデが主体)を主に与え産卵を待

 った。水温が降下する1月下旬からはヒータ

 ー2本(1㎜)を投入し,換水率を約5倍/

 日に下げた。

 2.卵のう飼育

 壁面に産みつけられた卵のうは毎朝取り揚

 げ,室内で10"及び14ビーカーに各々収

 容し流水飼育した。水温が降下しはじめた

 12月中旬からは,同容器を恒温室内に移動

 し換水は2日に1回実施した。

 たお,卵のうは観察のためほぽ5日毎に1

 個を切り開き,発生過程を検鏡した。

3.幼生飼育

 浮出した浮遊幼生は毎日取り揚げ,計数後

 同上容器に移し,軽く通気して換水は2日に

 1回行った。

 餌料は,ωm"。Sp,ααmcm・

 m・川∫,Pm1川1m加・i,τ〃伽〃
 mi∫㍑〃α〃〃`波板

 (M〃memαsp,0occm1sspが主に
 付着)及び対照区として無投餌を設定し,単

 独区と混合区を設けプランクトンの場合は毎

 日1回投餌した。

結果

 1.交尾及び産卵一

 最初に交尾を確認したのは8月28日で,

 産卵は11月3日から12月18日で延12

 回127個の卵のうを得た(平均26.2鰍,

 2,703粒)。

 2.卵のう飼育

 飼育申の卵のうは,発生途中で死亡するも

 のが多く,また,幼生のふ出に先だち卵のう

 の一部が開口するが,ここから侵入したと思

 われるP7〃・μoにより食害され死亡する
 個体も多くみられた。

 なお,飼育申は光量に注意を払わなかった

 ため卵のう表面には珪藻の繁殖がみられたも

 のも多く,これがル。庄。フm一発生の一因と
 も考えられた。

 3.ふ出及び幼生飼育

 幼生のふ出は1月29目に始まり,3一月芝
 日で終了した。産卵日から数え80日から

 106日の間で,ふ出した卵のう数は15個,

 幼生総数は22,386尾で一卵のう平均当り,
 1,492尾とたり平均卵粒数からの幼生割合

 は55.2%であった。卵のう及び幼生の飼育

 水温は16.7～23.2℃の間であった。

 ふ出は主に夜間であったが,換水時の刺激

 で出るものも多くあった。

 幼生は二葉の面盤をもって泳ぎ正の走光性

 を示した。ふ出時のサイズは801～857

 μで前述したP'm〃mを投与するといず

 れも消化器管に取りいれられるのが観察され

 たが欠きた成長は見られず,形態的な変化と

 しては面盤の中央部がくびれ四葉型を呈する

 のカ観察されている。波板を投入したものは

 短期間でP・・〃〃。に食害され死亡したが
 P1伽肋。nの場合は無投餌区より長く生存

 している琳稚貝への変態を確認できず・生残
 数1,237尾を継続して次年度で飼育する結

 果となった。



 ツキビガイの種苗生産基礎試験

藤田正夫,山中邦洋

松元正剛,山口昭宣

 砂浜域の重要な漁業対象貝であるツキビガ

 イの初期生態を明らかにする目的で種苗生産

 基礎試験を実施した。採卵・飼育方法はヒオ

 ウギの種苗生産技術に準じた。
 方法と結果/
1.親貝

 昭和59年3月30日市来町地先において

 貝曳網で漁獲された親貝72個(雌貝35個

 平均殻長11.O㎝,稚貝37個平均殻長

 10.9㎝)を水槽で運んだ。卵・精巣とも良

 く発達しており運搬中に一都放精・卵がみら

 れた。

 水槽は室内に上部と側面を遮光したFRP

 7504(雌)及び5004パソライト水槽

 (雄)を使用し流水飼育した。

 餌料はCh1ore11a.sp及び。h.grac-
 ilisを定量ポンプで一日中投餌した。
2.採卵

(1)第1回(4月20日)

 雌貝30個を30"パソライト水槽に1

 個づつ収容し,稚貝は14個を同水槽に4

 ～5個収容し屋外の日照による照度と加温

 により誘発させ受精させた。

 雌貝の反応率は96.7%でほぼ2時間で

 放卵を終了し総採卵数21,91i万粒(卵

 径85μ)を得た。

(2)第2回(5月9日)

 雌貝30個(うち25個は前回使用具)

 及び稚貝11個を前回同様の方法で採卵し

 た。反応率悼同じく96.7%で総採卵数

 9,492万粒を得た。

 3.ふ化(第1回目)

 洗卵後30眉水槽5本に各500万粒,残

 りは予備gため500坦水槽に卵をセットし
 ふ化をまった。

 4.幼生及び稚貝飼育(第1回)

 水槽は5004パソライト水槽の側面及び

 上部を遮光し,通気は2か所エアーストーン

 を配置し,飼育水は精密漁遇海水で日余6日

 目から換水を初め1O日目からは1回転以上

 とした。

 餌料は恒温室内で培養した。hlore11a・sp・
 ch.spP.lu士heriと8日目からは。hsp
 を。h.graci1isにかえ投餌した。
 ふ化した浮遊幼生は日余1～2日目にわた

 り1,575～2,400千個の合計13,845

 千個を水槽7本にセットした。幼生は初期減

 耗が激しく4日目には1,200千個に減少し

 たため水槽1本にまとめて飼育した。

 D型幼生への変態も遅く,日余5日目で半

 分,全て変態したのは9日目であった。

 稚貝への変態は日余21日目に観察された。

 稚貝の最小形は240μでこの前後のサイズ

 で変態するものと思われる。

 日余67日で試験を打切り取揚たところい

 ずれも水槽の底から殻長1.1～3.6mm(平

 均2.1mm)の稚貝32個を得るにとどまっ

 た。このサイズではツキビガイ特有の色はで

 す白色透明で色からの左右の殻の判別はでき

 なかった。

 コレクタiは日余22日に遮光膜(ダイオ

 シート)及びロープのゲバを中層,底に吊し

 たが時期が遅れたのか,いずれにも付着は確

 認できたかった。

 また,第2回目についても初回と同様に減

 耗が激しく途中で飼育を打切った。



 特産高級魚種苗生産試験(ガザミ)一皿

山中邦洋,神野芳久,山口昭宣

 昭和57年度からガザミの種苗量産技術の

 開発研究を継続実施しているが前年度に得ら

 れた親ガニ,餌料および水質管理等の基礎条

 件についての知見をもとに生産試験を行い,

 C1～C8の稚ガニ,42万3千尾を生産し県

 内の15漁協に配布した。

方法

 1.親ガニ:島原市地先の底曳網で漁獲され

 た親ガニ(表1)を5月下旬～6月下旬に購

 入,屋内の3tコンクリート水槽に砂を敷き

 6～7尾/槽でイカナゴを与えて飼育した。

 2.ふ化,暗黒にした1tタンクに,ふ化が

 近いと思われる親ガニを1尾(予めワムシ

 20～50個/腕e濃度)収容し止水通気でふ

 化をまった。翌朝ふ化していなし場合はあら

 ためてセットしたおした。

 表1.親ガニ購入状況(長崎県島原市)

 (協和醗酵)は初期から体重の100%の割
 合で投与した。延7回の生産試験において使

 用した投餌量は表2のとおりでワムシ188.6

 /億,アルテミヤ1596億,アサリ142kg,

胸大月日

5.22

6.14

6.2宮

屋敷

21

10

10

全中輻
 平均■■

187山2島7
210.9

170～237
212.2

170～238
星03.5

体重
平均9

380～760
540.9

440～900
648

310～840
55島

外卵11尾
内卵10屋

外卵

外卵

 3.飼育水槽:60t(有効54t)7-5×

 4×2m,3面を使用した。

飼育結果

 延8回生産試験を行い,ふ化幼生を1～5,

 4万尾/tで収容し,飼育水は幼生収容時に・

 満水量の50%でスタートし遂特注水しなが

 らZ4期で満水とし,その後は20～50%

 の換水を行った。

 クロレラの添加は50万。e11s/腕4の濃

 度を基準にし水色に応じて適宜行った。

 餌料はワムシ(Zl～Z4)10個/〃,アル
 テミヤ(Z3～M)0.3～1個/〃(ふ化24

 時以内)使用,アサリ(Z4期以降)ミキサ

 ーで粉砕(1OO一日で水洗)投与した。配合

 配合10.77kgを使用した。
 水質,平均水温24,4～29.5℃,pH7.98

 ～8.22,N02-N,8～45PPB,NH4

 -N,59～422PPBであった。

 飼育結果は第1～2回目はZ3～4期で全滅,

 生産に結びついたのは3～8回目で総生産量

 42.3万尾で各漁協に配布した(表4)

             表2.S59ガザミ飼育結果

             蛤囮量Z1鰯C1蝸             TムNK飼育期間WTPHワ・I丁レテミ77サリ配ム匿㎡
             1/一一店パ砿τ℃}閤.6℃8.09-8.4熾.田川叫鳴Xm'翫xloZ=て真簗
             2/5-6/1煙』℃一四.7℃.一6-8.“9.一抄z'で展奥
             宮/6-6n囲」≡℃一鴉.3℃.冊一8.町雪届記翫1jm.τ%。η脇幟腰
             5ノ蛇一τ/明月℃～雪.o℃干冊一8蝸28玉地彩0J蛎駅7%

             6/17一τノ捌j℃一四』℃τ利一8月里柵用鞠.岨㎏鍬η.55」咀』%鱗炉
             7ノエ7山τ/盟J℃、魍月℃.岬、8壇蝸.信5晩1㎏鰍Cむ蝸.7%C:で胆蜴
             目/2一τ/的囲j℃一齪.7℃.ヨ5}目坦田一四514㎏秩C4i冊C=二で取糧

             1盟.6×10.15』6州。'幽112㎏酬             計岨月

 表3.ガザミ配布概要
        月日冒畳配布先生産水禍飼育6■スτ.ノ

        6刀2lO.O00加世田一         パン'o/6-o/22C1中間育成

        〒/2τooo         信。.oooh56パ6-7/2C,I

        目00

        f/目'.50Ih16/17-7/3C■■
        loooo一1

        41害。o',

        “ヨ7L畠百o-7日
        7120日。舳hlo17山77

        7/910.000一        looh16/17山〒/oCコ
        712loooohl冒17～τ12
        目ε.oooL1o/岬一τ螂C

        7/加51500園児島・)ライト本τ/2～7/≡oC2='
        m200h167～τo

        42畠."

 Cl～C8期の中間育成

 Clを60,12t水槽でクルマエビ配合

 飼料を投与した結果・C3期で81%,C8で.
 26.3%であった。

 今後の問題点:親ガニの健全飼育,飼育水

 の硅藻の維持,Z4～M期の減耗対策等。



 特産高級魚種苗生産試験(ガザミ)一I
(配合飼料飼育)

山中邦洋,神野芳久,山口昭宣

目的

 ガザミ種苗生産における初期の生物餌料の

 節減をはかるとともに健苗を育成できる配合

 飼料開発を目的とし協和醗酵KKの協力とガ

 ザミ種苗生産研究会との共同試験を行い,そ

 の問題点の把握を行う。

方法

 親ガニ:島原漁協より購入,第1回目試験

 (6月5～21日)使用新ガニは抱卵600

 9の物を使用。第2回目一(7月2～16団)
 4009の親を使用した。親ガニの飼育管理
 は生産試験と同じ方法で管理した。

 飼育水槽は1tパソライトタンクの側面を

 遮光したタンクを各試験区ごとに2本づつセ

 ットした。各試験区分は表1の通り

表1.試験区分

 対照区(7～735PPB)より高い値を示し

 た。N02-N6～39PPBと差はなかった。

 /歩留:第1回目は表2の通りで・3区(対
 照区)は1区,2区(配合区)と比較すると

 硅藻の増殖が悪い。Z1～C1期の歩留は1区

 では3.8%,2区2.8%,3区1.8%であっ

 た。配合試験区の1～2区ではM期において

 飼育水が白濁し特に1区では残飯等の浮游物

 が観察された。

 換水:第1回目は飼育水は幼生収容時にて

 満水量の50%でスタートし遂特注水しだか

 らZ4期で満水としその後は10～20%の

 換水を行った。第2回目は満水量でスタート

 しZ4期より10～20%の換水を行った。

 餌料の投餌:配合は昼間に3ダ/万尾/4
 回/日で投与し,ワムシ,アルテミア,アサ

 リの使用は生産試験と同じ方法で行った。通

 気は1～34ノ分で行った。

結果

 第1回目は水温24.2～27.3℃,NH4-
 N3～362PPB,N02-N3～40PPB

 と3区とも水質においての差はなかった。

 第2回目は水温27.2～29.7℃,NH4-

 Nは配合投餌区(13～1840PPB)が。

         表2.第1回目配合試験結果(6月6日～6月21目)
         ZICI         項目.試験区Z呈Z3Z4M         大きさ収容赦収容数歩留

         1区1.為aO.60026.81225.7明12.125!里.5001.170。雷

         2区"28則02阯00一6.個113.62510.18782呂2.3

         3区"2f.00019.98717.58715.一257,875珊71^

 2区〒ダイ配合使用

 第2回目表3の通りで混合試験区1,2区

 3区(対照区)と比較すると,Zl～Clまで

 の歩留は1区3.3%,2区4.6%,3区5.8

 %の順位であった。今回の試験では配合の1,

 2区が対照より悪かった。この原因Z4期よ

 り急に白濁および酸鼻が感じられた点と第1

 回目より飼育水温が高い等の影響が考えられ

 る。

         表3.第2回目配合試験結果(7月2日～7月16日)
         ZlC1

         項目試険区ZミZコZ'M         大きさ収容致収容数歩留

         1区1.。750.6253一.875舶.25026.目75加.3751.912。葦

         2区^53,077呂2.56231.舶7幽、50011-1目72.7104.日

         3区"59.530鍋.25080、岳2522.一2512,0003.5075B

 2区クル〒エピ配合使用

 次年度以降再度,試験設定方法等を検討し

 配合投餌飼育の可能性の把握を行う必要があ

 る。



 アメリカンロブスターの養殖基礎試験一1

松元正剛,山中邦洋,山口昭宣

目的
 アメリカンロブスターは,北アメリカ大西

 洋北部沿岸に棲息する有用甲殻類の一つであ

 るが,近年甑島で1経営体により養殖が試み

 られており,安定した養殖生産を行うための

 好的飼育条件を明らかにする。

方法

 甑島で養成されている当本もの及び1本も

 の稚えびを搬入し試験に供した。

 1.O才群

 7月3日搬入したものは,常温での飼育と

 し,500"バソライト水槽にカキ殻を敷き

 流水飼育(20～30回/目)とし,他のグル

 ープは雨樋用ビニールパイプ(直径12伽)

 を長さ13㎝に切り底面にもじ網を張り,こ

 れに1尾づつ収容したものを750nFRP

 水槽に浮かべ流水飼育(20～30回/日)

 とした。餌料はいづれもクルマエビ用配合飼

 料を1日1回与えた。

 8月4日搬入したものは,恒温室内(室温

 20～22℃)で500石パソライト水槽

 (砂による簡易浄化装置を付した)で止水飼

 育としすべて前述の個別飼育とした。餌料は

 クルマエビ用配合飼料又はムラサキインコを

飼育状況

 1日1回与えた。

2.1才群

 ポリ篭(45㎝×30㎝×13㎝)を2～

 4区画に仕切り1尾づつ収容し750石FR

 P水槽に浮かべ流水飼育(20～30回/日)

 とし,餌はクルマエビ用配合飼料を1日1回

 与えた。

 結果と考察

 1.O才群については,常温で飼育したもの

 はいづれも20数日で1尾を残し蜷死したた

 め試験を申上した。

 2.恒温室内で飼育したものも水温は20～

 22℃と常温より5～6℃低めであったが艶

 死が見られた。これは止水飼育による水質の

 悪化によるものではないかと思われる。・
 3.1才群については,O才群に比し比較的
 高水温に強かった(10月上旬まで生残率22

 %で,水温が概ね25℃以下となる10月中

 旬以後は携死は完全に止った)。

 4.2才群以降は更に高水温に馴致すること

 も考えられるが,出荷サイズまで5～6年間

 飼育する必要のあることから適切な冷水温対

 策を施すことが望ましい。

        試験開始時'60年3月        試験開始日尾数平均重量餌料生残数平均重量備考
        尾1009        7/3クルマエビ用配合飼料尾■9一○常温による飼育7/23試験申止

        ○才30O.24同上102.53        8/4         20O.25ムラサキインコ14.02o8/4～10/10恒温室内で飼育。10/11以後,常温による飼育
        1才7/3507.1クルマエビ用配合飼料1118.8○常温による飼育
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節水型養殖試験

小山鉄雄,福留已樹夫,瀬下

下野信一,竹下一正,瀬戸口

実,児島史郎

勇

 地下水の使用量を少なくした節水条件(散

 水ろ床式)のもとで,養殖魚の生産増大をは

 かるため,最終年度として前年度より更に換

 水率を下げて成長と水質変化について調べた。

 方法と材料
 試験は59年9月4目から継続飼育とし,試

 験池及び対照池は前年同様72㎡(O.65m)を

 使用した。供試魚はティラピア・ニロチカを

 用い試験区は2,044尾(平均体重477.9g)対
 照区は2,060尾(同461.9g)を放養し,休日
 を除いて1日3～4回浮餌を与えた。注水量

 は試験区は1日池水量の15～20%,対照区は

 おおむね200%とたるよう周目注水した。両

 区ともO-4KWの水車1台を運転した。

結果

 毎月両区の平均体重を調べたが・ほ父同程

 度で成長も前年と変らなかった。水質変化に

 ついては2ケ月の測定値を図1～2,表1に

 示した。試験区のろ床効果は著しく認められ

 SS値にみられるように換水率が小さくても

 充分浄化が行われた。試験池の生産量はm2当

 りおよそ38海とたった。

 表1.水質分析結果(20回検査の平均値)
    区分    分析頃日試験区(池水)試験区(循環ろ過水)対照区

    水源(℃)25.畠25.O25週

    pH7.07τ36τ60

    D0(叩㎜)6.537.486.13

    COD(PP㎜)928B児島11.57

    NH'一N(PP皿)1.451.045.03

    N02-N(PP而)lJl1B61.16

    SS(PPm)9.4852330.22

 図1.期間申のSSの変化

 図2.期間申のNH4-Nの変化



池田湖資源培養実証試験

小山鉄雄,児島史郎,竹下一正,瀬戸口勇

立原一憲(九大),吉崎卓也(鹿大水)

 昭和58年3月,池田湖の良好な水質を保全

 するためのr池田湖水質環境管理計画」が策

 定され,同湖の小割養殖業は恕限量の範囲内

 に抑える方向て検討せざるをえたい状勢にあ

 る。

 今後環境保全・自然保護の立場を踏まえて

 池田湖の生物生産機構等の解明をはかり,漁

 業生産振興の方策を検討する。

 にねって入れた。

 湖内でのコイの成育を調べるため,11月19

 日に分場産の平均体重99.5ダ体長148.9棚の
 当本コイ2,006尾に標識(Tag3)をつけて

 放流した。11月29日には平均体重16.1g体長
 102.5伽のヤマメ稚魚2,070尾を放流した。

 12月19日には県水産課が体重5～30gのレソ
 ギヨを9,OOO尾放流した。

方法結果

 調査方法は,59年4月から毎月1回の漁獲池田湖における漁獲調査の結果は表1に示

 調査を実施し,魚種別漁獲数,体長,体重組した。三重網漁獲物はフナが多く,夏季は浅

 成性比及ぴ熟度について調べた。使用漁具はい湖岸へ移動するためか少なかった。コイは

 三重網4張(水深20～40m),プラピソ40～4～7月に獲れたが数は少なく,11月2月の

 50個(1～3m),アユ刺網2張(1～3m)4尾は標識焦であった。ハヤの類ではモツゴ

 ワカサギ刺網2張(2～20m)で,三重網はが多くとれてオイカワは少なかった。ハゼ類

 2張を1連(60m)として使用した。ではゴクラクハゼが圧倒的に多く,夏から秋
 網漁具の漁場は池崎～申浜～小浜地先で周にかけて湖岸で多く見られた。ニジマスは9

 年ばば同一の場所とした。操業は午後2～4月に3尾漁獲され,最大は3.3切であった。

 時に網入れし,翌日午前10～11時に揚げた。ワカサギの漁獲は少なかったが,魚探調査
 アユ刺網は午後2時間位で網揚げした。プラでは魚影の確認ができるようである。
 ビゾには誘引のためにうなぎ用飼料を団子状

 表1.月別魚種別漁獲組成(三重網,刺網,.プラビソ)
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 新魚種(マロン)飼育試験

小山鉄雄,児島史郎,竹下一正

福留己樹夫,瀬戸口勇

 マ1ヨソ(Cheraxtenuimanus)は甲殻

 類十脚目に属し,ノルウェーロブスター,ア

 メリカとヨーロッバのザリガニなどに近い種

 類で淡水産ロブスターとしては,世界で3番

 目に大きく約2切になるものがいる。原産地

 は西オーストラリアの西南部の狭い地域に限

 られている。このマロンの再生産をはかるた

 め,59年5月末稚エピを導入したので飼育経

 過を報告する。

方法

 マロンの稚エビは,スチロール箱に酸素封

 入でオーストラリアより空輸され,1,020尾

 申31尾の携死があったもこれらを魚体サイズ

 別にコンクリート屋外池(4mx8m)のC

 1号へ325尾,C2号へ454尾及び小型エピ

 はFRP水槽(400"室内)へ210尾収容し

 た。稚エピの大きさは0.7～3gであった。
 用水は地下水(PH6・9,Ca16.Oη/",

 C"103㎎/届,水温23℃)の流水飼育とした。

 池の上部は遮光ネットで覆い,池底にはマ

 1ヨソのかくれ場となるようシェルターとして

 竹枝束,ヤシ類の葉,塩ビハイプ等を投入し

 た。

 使用した主な飼料は,コイ用クラソブル,

 脱脂大豆粕,正油粕,イモ類野菜等ではじめ

 は朝夕2回体重の1～2%を目安として与え

 後には夕方1回とした。

 結果及び考察
 マロンの池申養殖における適正密度につい

 てはまだ知られていない。59年6月から池申

 で6ケ月間飼育したときの生残率はC1号で

 86.5%,C2号86.1%,FRPで51.9%

 どたり全体では79%であった。期間内の確認

 死亡数は73尾で不明数が135尾であった。更

 に・8ケ月では全体の生残数は621尾(62.8%)

 とたった。

 マロンの成長については,図1に示したが

 成長のバラツキが多く,飼育後8ケ月後には

 最小が5g最大は2139であった。飼育群別
 では平均体重42g級が27%,71g級が46%,

 1209級が1助位で全体としては成長は良好と
 言える。脱皮は稚エビ期は2～3週毎,後に

 は1～3ケ月となり,脱皮後の平均体重増加

 率は約60%であった。

 期間中に疾病の発生はたかったが,成長と

 共に脱皮前後の死亡が増加傾向を示した。性

 質はおとなしいが共喰いもあるので,今後再

 生産をはじめ研究課題が多い。

 図1.マロンの池別成長変化



 新魚種(オスフロネムス)飼育試験一皿

瀬戸口勇,小山鉄雄,児島史郎

竹下一正,細11貢基(鹿大水産)

 本年度は池申での繁殖を目的として産卵の
 ための営巣についての実験及ぴ産卵習性等に

 ついて知見を得たので概要を報告する。

 方法と材料
 親魚:昭和56年導入した親魚10尾と同年に

 稚魚から養成した3年魚171尾を用いた。

 産卵池:分場u号池及び12号池の2重楕円

 式の露地池を便用し,5月7日に11号池(外
 池440㎡,水深1.2m)へ144尾(♂76:♀68)
 を,6月15日12号池(内池158㎡,O.7m)

 に37尾(♂18:旱19)を放養した。
 池には当初魚による営巣を目的として,竹

 を50㎜位の間隔で2ケ所つっ営巣場を設け

 た。9月から人工巣として池申に割竹で編ん

 だ直径30～4腕の半球状のものを竹の支柱に

 取付けて11号池に11個,12号池に5個設置し

 た。この間に集材としてガマの枯葉,カヤ,
 シュロ皮,ワラ,ピロー葉,ビニール紐を与

 えた。

 結果及び考察
1.繁殖行動

 営巣行動は5月から12月に・かけて観察され

 たが,産卵が行われたのは7月中旬からu月

 中旬の間であった。5月から9月にかけての

 営巣は,池申の2ケ所に建込んだ竹の申にオ

 スフロネムスが自ら造ったものである。集材

 として投入した材料申,シュロ皮が多く使わ

 れたが,これらの巣は完全になる前に途中で

 壊されたのか放棄したのか完成することが少

 なく,わずか二つの巣で産卵が確認されたも

 のの卵はすべて艶死した。9月から設置した

 人工巣では営巣行動が活発となり計13回の産

 卵を確認した。産卵行動は2例について観察

 されたが,午前と午後の日中に行われるよう

 である。

 巣づくりは営巣場所へ集材を口にくわえて

 運んできて巻きつけるようにして造ってゆく。

 ペアリングしていたい場合は雄が行い,ペア

 リング後は雌雄協力して営巣する。他の魚が

 巣に近づくと威嚇や攻撃を行ない排除した。

 営巣に要する日数は10日前後と思われる。

 2.集材について

 用いた築材ではピローの葉及びビニール紐

 は使われていたかった。シュロ皮・ワラ,ガ

 マ,カヤ等は使われていたが,今年は池申に

 5月から12月までアミミドロとアオミドロが

 大繁殖したため,これらが媒材と共に巣内に

 持込まれ,・巣内の通水率を著しく低下させた

 ものと思われる。産卵が確認された11個の巣

 中正常た卵が得られたのは2個の巣の哀で他
 はすべて巣内で卵は死卵となっていた。アミ

 ミドロ等の付着はあったものの,稲ワラは密

 着度が高く通水不良となり・・シュロ皮もアミ

 ミドロの付着があると好ましくないように思

 われた。

 図1.オスフロネムの人工巣と親魚



 新魚種(オスフロネムス)飼料試験一1

小山鉄雄,瀬不実,下野信一

 オスフロネムス・グーラミイの稚魚期にお

 ける配合飼料として,食性面から固型飼料

 (クラソブル)と練餌の比較,更に飼料中の

 たん白量の差異による成長変化をみた。

 方法と材料
 (1)期間昭和59年3月15日～6月21目

 (2)試験池3mX1,5mXO.5例のビニ.

 ルハウス内のコンクリート池で流水(62

 /min,24～29℃)

 (3)試験飼料と区分,市販配合飼料のコイ稚

 魚用クラソブル(c.p.42%),うなぎク
 ロコ用(c.P.45%),うなぎブト用

 (c.p.49.5%)区とした。

 (4〕供試魚,59年12月に採卵ふ化した稚魚で

 平均体重3.6gの稚魚を各区400尾用いた。
 (5)給餌回数,日曜日を除いて1日3～4回

 与えた。うなぎ用飼料は初期には加水率50

 %の半ねり状とし,慣れてからは加水率を

 120～150%とし団子状にして与えた。

図1.飼料別成長変化

 結果及び考察

 各区の成長について,平均個体重変化を図

 1に示した。開始から4週目まではクラソブ

 ル飼料に慣れていたせいか,うなぎ月より成

 長はやや良好であったが,10週目以降にたる

 とうなぎクロコ用区の成長が良く,結果は高

 たん白飼料ほどよかった。

 摂飼状況は,オスフロネムスは慣れるのが

 遅く,はじめは給餌の際は忌避行動がみられ

 人がいたくなってから摂飼していたが,後に

 はよく慣れるようになった。幼魚期は口吻が

 長く食性的にはつついて食べる様でコイ,ニ

 ロチカのようだ活発な摂飼行動には及ばない。
 クラソブルとねり飯との比較では,はじめは

 クラソプル区が摂飼がよかったが,ねり餌も

 慣れてからは団子状の餌を盛んにつついて食
 べるようにたった。嗜好的にはクラソブルと

 ねり餌での差はみられないが,ねり餌の場合

 は個体成長にややバラツキがみられるようで

 充分な餌づけ訓練ができれば固型飼料が管理

 面では良いように思われる。

    表1.飼育成績

    区分
    項目コイ用クラソブルウナギク目コ用ウナギフト用

    放養量9(尾敏)1,408(400)1,449(4001456(400)

    取上量9(・)6,450(392)8,850(3937,100(396〕

    補正増重量95,1227,492卵84

    取上時平均体動16.522.517.9

    給餌量9珊358,9007,8日5

    日間給餌率%2.151.992.12

    日間成長率%I石81.87.1.64

    飼料効率%69.884.272.5



 新魚種(オスフロネムス)飼料試験一2

小山鉄雄,瀬不実,下野信一

 オスフロネムス'グーラミイは,植食性を

 持った雑食性の魚として知られている。稚魚

 期のオスフロネムスを用いて植物を飼料とし

 て与えた場合の成長比較を行った。

 方法と材料
 (1)期間昭和59年6月21日～8月21日

 12〕試験池3mx1.5m×0,5mのビニー

 ルハウス内のコンクリート池で流水(6"

 /min,24～29℃)

 (3)試験飼料と区分1区浮餌(ティラピア

 用市販飼料)2区浮餌十植物類(1～3過

 サツマイモの葉,サトイモ葉,4～8過ア

 ミミドロを浮餌の半量からおよそ等量),

 3区植物類(同上)のみとした。

 (4)供試魚飼育試験一皿の供試魚をまとめ

 て各区7切とし,1区356尾19.7g,2区

 375尾19・Og,3区385尾18.2gとした。
 (5)給餌回数と測定,給餌は日曜日を除いて

 毎日与え,1～2区の浮餌は1日3～4回

(9)

 図1.配合飼料と植物飼料での成長

 植物類は午前1回目に投入した。

 結果及ぴ考察

 各区の成長については図1に平均個体重変

 化を示したパ2週までは1区が2区よりやや

 成長はよかったが,3週目から2区の成長が

 良好となり,植物類の摂取が影響しているこ

 とがうかがえる。3区の植物だけの場合も低

 いながら週毎に成長が認められた。各区の期

 間申における平均体重倍率は1区3.21倍,

 2区が3.58倍,3区1.51倍となった。

 イモ類の葉とアミミドロに対する嗜好性は

 非常に強く,ことにイモ類の葉は盛んについ

 ばみ茎の硬い部分を残してよく食べた。2区

 では浮餌を2,5%～3%食べたうえにほぽ等
 量の植物餌を摂食したことになる。3区め1

 日の摂食量は生イモ葉量で魚体重の15%位,

 アミミドロでは付着水分が一定しなかったが,

 かたり水気を切った量で20～30%を食べた。

 これらの結果から稚魚期でも植食性は強く

 単用では実用的ではたいが2区でみられた

 ように成長や飼料効率に及ぼす効果が期待さ

 れる。

    表1.飼育成績
    区分

    項目1.2.畠.

    放審投9(尾敏〕τ.000(宮5個7.O00(島68〕7.ooo(宮8{)

    取一ピ師(・)22,550(35旧25.O里O(368)lO.550(384)

    補正増重量g15.5501畠.020貼50

    取上時平均体重g

    給餌量91ミ≡£9517,589    *〔M.270〕**〔呂6,350)
    日間給餌率%0.820.85〔7.57)

    日間成長率%1.621.76皿.56

    飼料効率%97.8102.4(4.1)

*,**植物生重量



薬剤防除安全確認調査

目的

 松くい虫を駆除しそのまん延を防止するた

 め,航空機を利用した薬剤防除の実施に伴う

 水生動植物類の自然環境及び生活環境に及ぼ

 す影響について,林務部の依頼により昭和58

 年度に引続いて実施した。

調査要領

 空中散布地域と無散布地域のそれぞれに調

 査区を設定し,薬剤防除の影響について経時
 的に追跡調査した。薬剤(MEP乳剤80%)

 はユ4日間の間を置いて2回散布した。

1調査方法

 (ユ)魚類

 各区3種類をビクに収容し,遊泳異常,

 形態異常及ひへい死の有無について調査し

 た。1魚体以上を選び薬剤分析を行なった。

 (2〕水生昆虫類

 サーバーネットにより捕獲し,種類別の

 生息数を調査した。

(3)ミジンコ

 プランクトンネットを用い,ミジンコの

 種類変化を調べた。

(4)水生植物

 川コケを採取し,葉緑素の変化を調べた。

2.調査時期

(1)魚類

 1,2回ともに散布前,散布直後,散布

 翌日,散布2日目,5日目の計10回。

 (2)水生昆虫類,ミジンコ,水生植物
 1,2回ともに散布前,散布後2日目の

 4回と2.回目散布後30日目の計5回。

福留己樹夫,新谷寛治,児島史郎

 (本場・化学部)

調査結果

 1.調査区と散布目時

(1)調査区

散布区垂水市牛根中道3353

無散布区福山町福地東村2415

(2)散布目時

1回目昭和59年5月29日

2回目昭和59年6月18日

2.水生動植物

 (ユ)魚類

 両調査区にそれぞれコイ,ウナギおよび

 スジエビを蓄養し観察した。昨年度までの

 4年間では,コイおよびウナギには外見上

 の異常は認められないものの,スジエビに

 空散の影響が認められたが,59年度はスジ

 エビに異常は認められなかった。

 コイおよびウナギの魚体中スミチオン残

 留濃度は1回目O.O01ppm,2回目O.012

PPmであつね

{2)水生昆虫類

 本年度は調査期間申の降雨量が多く増水

 していた為に薬剤散布による変化は確認で

 きなかったが,30日後には散布以前のレベ

 ルに個体数が回復していた。

(3)ミジンコ

 北原式プランクトンネットを用いて,川

 の水50"をろ過して調べたが,ミジンコは,

 観察できなかった。

(4)水生植物

 両地点で,川底の小石に付着する川コケ

 を延べ75舳こついて採取し,その葉緑素量

 を測定した。薬剤散布による変化は確認で

 きなかった。又,肉眼観察によっても変化

 は認められなかった。



昭和59年度魚病対策技術開発研究
 テラピアの病害に関する研究

(水産庁委託事業)

福留己樹夫,瀬戸口勇,小山鉄雄

 I目的

 テラピア養殖は,昭和50年頃より徐々に生
 産量が増加し,58年度には約3,200トンの

 国内生産量をみるに至ったが,生産増大と併

 行して各種の疾病も多発の傾向にある。しか

 し,病害に関する研究は少なく,急病被害に

 よる経営圧迫が顕在化してきているので,疾

 病の予防,診断,治療対策等を究明する。

皿方法

 1.供試菌株及び性状試験

 県内のテラピア養殖場より採取した病魚か

 らエロモナス菌17株,連鎖球菌15株を分離し

 常法に従って同定した。

2.病原性試験

 テラピア,コイ及びウナギに新鮮分離菌を

 腹腔内接種し病原性を調べた。

 3.罹病魚の症状と魚体重分布

 罹病魚の外部及び内部所見から症状につい

 て調べ,合せて魚体重分布を検討した。

4.野外発生例

 エロモナス症と連鎖球菌症についてそれぞ

 れ稚魚と成魚のフィールドでの例を検討した。・

 5.薬剤感受性ディスク試験

 常法に促し試験を実施した。

 口I結果

 1.運動性エロモナス症について

 1)県内のテラピア病魚より分離した17株は

 全てAeromonashydrophilasubsp-

 hydrophi1aに同定された。

 2)病原性試験によると,魚体重1009当り
 湿菌重量で1ηの腹腔内接種では,コイ及び

 ウナギに一比較してテラピアに強い病原性が認

 められた。

 3)罹病魚の魚体重分布は,1～2009と

 500～800グの2りにわかれ,200～5009

 及び8009以上の検体からの検出例はなかっ

 た。

 4)野外発生例においては,発生後1ケ月前

 後に自然終息する例が多かった。

 5)薬剤感受性ディスク試験結果によると,
 サルファ剤を除く多くの水産薬に対して感受

 性を示した。

 2.連鎖球菌症について

 1)テラピア病魚より分離した15株は,β溶

 血性14株と非溶血性1株のStr印toco㏄us
 sp・に同定された。

 2)病原性試験に一よると,魚体重1009当り
 2ηの腹腔内接種で,テラピアに強し病原性

 があったが,コイ及びウナギには病原性は認

 められなかった。

 3)罹病魚の魚体重分布は稚魚から成魚まで

 広く分布し,特に発生の多いサイズはなかっ

 た。

 4)症状は他魚種の連鎖球菌症に類似するが,

 1009以下の罹病魚の下顎左右に突起状の病
 巣が出来ることが判明した。

 5)野外発生例においては,餌止めにより終

 息し,効果が認められた。

 6)瀕死魚の魚体中の細菌数は,脳(8.56×

 108CFU/g)に最も多く,次いで脾臓
 ・(5D7×107CFU/9),肝臓(4,78×107
 CFU/9),腎臓(370×107CFU/9)
 及び心臓(3.84×106CFU/〃)の順であ

 った。

 7)薬剤感受性は,サルファ剤及び合成抗菌

 剤に対しては耐性を示したが,他の水産薬に

 対しては感受性を示した。



 昭和59年度内水面養殖魚類の急病診断調査

福留巳樹夫,小山鉄雄

目的

 前年度に引続き,内水面養殖魚類の急病診

 断調査を行ない,急病発生状況の把握と養殖

 業者の指導を実施した。

検査件数
 ウナギ61件,テラピア43件,ニジマスユ8件,

 コイ4件,その他4件の計130件であった。

 妻1に魚種別及び月別の検査件数を示した。

 表1.魚種別・月別魚病検査件数

       魚ウテニコそ

       種ナラジ        ピマの計
       月ギアスイ値

       465112

       5761115

       612115

       (7210113
       59
       年87812ユ8
       )975113

       1063615
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1.ウナギ

 1)連鎖状の桿菌による鯉病

 一種の鯉病と思われる連鎖状の桿菌による

 疾病が61件申9件と最も多かった。

 本症は5て年5月指宿市において発生した後,
 本年度までに県内のほぼ全域において確認し

 た。本症に有効な対策は確立されていないが,

 塩水浴による効果が一部の養鰻場において認

 められている。

2)頭部潰瘍病

 本症は58年春以降に県内での発生報告はな

 かったが,60年1月から3月に4ケ所の養鰻

 場において発生した。いずれも30℃以上の加

 温によって効果があった。

3)連鎖球菌症

 α溶血性連鎖球菌による疾病が散発的に発

 生した。対策として10日前後の餌止めの効果

 が認められた。

2.テラピア

1)原因不明病

 57年5月に発生し,全国のテラピア養殖場

 に大きな被害を与えた不明病が59年4月指宿

 市の養殖場において再発生した。今回の被害

 量は4日間で別0佃と少なく1池のみで終息

 した。

2)連鎖球菌症

 本症は43件中21件と最も多かった。対策と

 して10日前後の餌止めが有効であった。餌止

 めの効果が認められたい場合には,同時にト

 リゴジナ等の繊毛虫類が寄生していることが

 多かった。

3.ニジマス

1)連鎖球菌症

 β溶血性Str印toc㏄㎝ssp.に起因す
 る本症は,53年頃から散発的に発生していた
 が,59年度は県下全域において発生し,多発

 する傾向にある。

 本症の対策として,他の魚種では餌止めが

 有効であるが,ニジマスではその効果が認め

 られたいことが多く,他に有効な対策がない

 為に問題となっている。


